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注意！�
感電の危険があります。�
開けないでください。

注意：感電の危険をさけるため�
カバー(または背面)を取り外さないでください。�

技術者以外の方は�
内部で作業を行わないでください。

このマークは、機器の内部に�
絶縁されていない「危険な電圧」が�
存在することを意味し、 感電の恐れが�
あることを警告しています。

取扱説明書のこのマークは、�
操作上の重要な注意や、�
メンテナンスの方法についての�
記述がなされていることを示します。�

10.  損傷時のリペアサービス：以下のような場
合、資格を持つサービススタッフ以外に本製品
の修理を依頼しないでください。

A. 電源コードやプラグを破損した場合

B. 本機の上に何かを落とした場合、また
は水分が本機に混入した場合

C. 本機が雨に晒されてしまった場合

D. 本機が正常に作動しない場合、または
動作に異変が見られる場合

E. 本機を落としてしまった場合、または
本機のシャーシが損傷した場合

11. 分解や修理：このマニュアルに記載されてい
ない改造や部品の交換や修理などを試みないで
ください。必ずMackieサービスセンターにご連
絡ください。

12. 感電を防ぐため、ブレード部分を露出させな
いでください。ブレード部分が完全に挿入され
ない延長コード、コンセントは使用しないでく
ださい。

13. グラウンド（アース）と極性：本製品のグラ
ウンドが適切なものとなるよう注意してくださ
い。

14.  本機は、カナダ通信局の電波妨害に関する規
定に定められたデジタル機器からの電波ノイズ
許容量、Class AあるいはClass Bを上回りません。

15. 事故や機器の損傷を避けるため、IEC 268-15A
規格で設計されたマイクとケーブルのみをお使
いください。

警告警告警告警告警告： 機器を雨、湿気に晒さないでください。
火災や感電の危険があります。

安全上のご注意

1. 注意事項をよくお読みください：安全上、操作
上の指示は、必ず本製品のご使用の前にお読み
ください。

2. このマニュアルを大切に保管してください：将
来、いつ必要になるか分かりません。

3. 警告にご注意ください：本製品のすべての警
告、操作上の注意に気をつけてください。

4. 指示をお守りください：安全上、操作上の指示
はどんな時にもお守りください。

5. 水分と湿気：Mackieの製品に水分を近付けない
でください。バスタブ、洗面所、キッチンシン
ク、洗濯機などのそば、湿気のある地下室、
プールサイドでの使用は避けてください。ペッ
トも近寄らせないでください。

6. 熱：暖房器具その他、熱源のそばに設置しない
でください。

7. 電力源：本製品に、マニュアル（そして本体）
に記載されている電力源以外のものを接続しな
いでください。

8. 電源コードの保護：電源コードが踏まれたり
引っ張られたりすることがないように設置して
ください。特に接続部分とコンセントには十分
な注意を払ってください。

9. 異物や水分の混入：本製品に異物が混入した
り、水分をこぼして内部が濡れたりしないよう
気をつけてください。
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  すぐにでも1202-VLZ PROを試したいとお思い
ですか？マニュアルを読むのが面倒と思われて
いるかもしれません。いずれにしてもこのペー
ジだけは今すぐお読みください。以下のページ
はまた次の機会でも構いません。けれども必ず
お読みください。数々の重要な情報が記載され
ています。

重要なヒント
GAINとMAIN MIXノブを「U（ユニティーゲイ
ン）」付近に設定すると最高の音質パフォーマン
スが得られます。
1202-VLZ PROに接続を行う際には、MAIN MIX
とCONTROL ROOM / SUBMIXのノブを必ず最小
に絞っておいてください。
電源を落とす際には、まずアンプの電源を先
に切ってください。電源を投入する際にはアン
プの電源を最後に入れてください。
外箱は保管しておきましょう。将来必要にな
るかもしれません。新しい箱を買い直すことも
ありません。

簡簡簡簡簡単単単単単なななななミミミミミキキキキキシシシシシンンンンングググググ
マイクとキーボードをお持
ちであれば、次の手順ですぐ
にミキシングを試すことが可
能です：

1. マイクをチャンネル1のMICインプットに接
続します。

2. 1202-VLZ PROの電源を投入します。

3. レベルの調整（ ）を実行してください。

4. MAIN OUTS（XLR、1/4インチまたはRCA）端子
とアンプを接続します。

5. アンプにスピーカーを接続し電源を投入し
ます。

6. 1202-VLZ PROでチャンネル1のGAINノブを
センターに設定し、MAIN MIXノブを全体の
1/4の位置まで動かします。

7. カナリアのように歌ってみましょう！

8. キーボードをステレオチャンネル5-6に接続
します。

9. 上記チャンネルのGAINノブを中央に設定
し、演奏してみましょう。

10. ワイルドな演奏と美声 ！あなたの初めての
ミックスです。

必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。

保証請求やテクニカルサポート、返品
などに備えて、以下の欄に必要事項を
ご記入ください。
シリアル番号：

     レレレレレベベベベベルルルルル設設設設設定定定定定ののののの手手手手手順順順順順
経験豊富なプロの方々へ：「クリップのラ
イトが点灯するまでレベルを上げ、そこから
少しだけ戻す」という手法を使用しないでく
ださい。Mackie Designsのミキサーでのク
リップライトの点灯は、本当にクリップが生
じることを意味します。低ノイズとゆとりの
あるヘッドルームを誇る最良のシステム、そ
れは私達の努力の結晶です。

インプットレベルの調整
（1から4チャンネルのみ）
最初の4チャンネルでは、適切なレベル設
定を耳で確認する必要はありませんが、試聴
を望まれるならヘッドフォンをPHONES端
子に接続し、CONTROL ROOM / SUBMIXノ
ブを約1/4まで上げてください。
チャンネルごとに次の手順を行います。

1. TRIM、GAINとAUXノブをすべて最小に
設定します。

2. EQ ノブをセンターに設定します。

3. 信号ソースをインプットに接続します。

4. SOLOスイッチを押込み、オンにしま
す。

5. 何かを演奏してインプットに信号を送り
ます。楽器でも声でも、CDやテープな
どのライン信号でも構いません。再設定
の手間を省くため、通常の使用状態と同
等のレベルを入力してください。

6. 現在のチャンネルのTRIMコントロール
を調整し、LEDメーターの表示が「0」の
周辺で安定すること、「+7」をオーバーし
ないことを確認します。

7. EQ処理を加える場合には、この時点で
設定し、前の手順に戻ります。

8. チャンネルのSOLOスイッチを押してオ
フにします。

9. 1から4チャンネルすべてに対して以上の
手続きを実行します。

Part No. 820-028-01 Rev. B1  5/02
©2000 Mackie Designs Inc. All Rights Reserved.

お買い上げの販売店名：

ご購入日：
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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
この度はMackie Designsのプロフェッショナル
コンパクトミキサー1202-VLZ PROをお選び頂き
誠にありがとうございました。1202-VLZ PROは
我々の最新テクノロジーXDRTM 拡張ダイナミッ
クレンジシステムによるスタジオ仕様のプリア
ンプを搭載しています。以下のような特長を備
えています：
・0から60dBまでの幅広いレンジ
・+22 dBuラインシグナル処理対応
・130 dBダイナミックレンジ
・全高調波歪率0.0007%以下、 20Hzから20kHz
・電波干渉防止設計DCパルストランス
・Made in Woodinville, Washington, USA！
これらの性能を存分にご活用ください。この
マニュアルはそのための手引きとなることで
しょう。

このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方
多くの方々はすぐにでも1202-VLZ PROを使用
したいとお思いでしょう。目次の次のページに
は一般的な接続例を掲げてあります。レコー
ディングまたはミックスダウン、ビデオ、DJ、
ステレオPAシステム、それぞれの作業における
典型的なセッティングを示しています。
本書では1202-VLZ PRO における機能をセク
ションごとにミキサーのトップパネルからリア
パネルまで、その配置の順番に従って説明して
います。ミキサーは3つの独立したゾーンによっ
て構成されています。最初の3章は、これらの
ゾーンについての記述です。

1. パッチベイ：ミキサー前面から背面にかけて
の端子群です。

2. チャンネルストリップ：前面左側の8チャン
ネルの列を意味します。

3. アウトプットセクション：前面右側に位置し
ています。

これらの3章では、個々の機能に番号が振られ
たイラストが示されています。機能について確
認する場合はイラストを参照し、近くの記述の
中から（または目次を利用して）その番号をお探
しください。
また以下のように、文中で参照先を示してい
る場合があります。例えば 「自作ケーブルの接続
法： 」などがカッコで括られてあった場合、そ
の番号の記述もご参照ください。

左のアイコンは重要な情
報、または1202-VLZ PROに
特有の機能についての説明を
示すものです。使用に先立ち
必ず目を通し、覚えておくよ
うにしておきましょう。テス

トに出題されるでしょう！結果は永久に保存さ
れるかもしれません！

左のアイコンは機能の詳細
と実践的なテクニックを示す
ものです。必ず目を通さなけ
ればならないというものでは
ありませんが、有用な情報を
含んでいます。

用語集：用語集：用語集：用語集：用語集：
初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説
巻末の付録 は、プロフェッショナルなオー

ディオの技術用語を分かりやすく解説した用語
集です。「クリッピング」や「ノイズフロア」、「ア
ンバランス型」などの用語があなたを混乱させた
ようなときに開いてみてください。疑問点が素
早く解決するかもしれません。

接続接続接続接続接続
付録 は、端子の接続についての記述です。
XLRコネクタ、バランス型コネクタ、アンバラ
ンス型コネクタ、特殊ハイブリッドコネクタの
接続について説明しています。

     電電電電電源源源源源、、、、、ケケケケケーーーーーブブブブブルルルルル、、、、、グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド
付録 では、マイク、機器の設置、アース、

バランスとアンバランスなどについて、いくつ
かの実際的側面を論じています。初心者のみな
らず、経験あるプロフェッショナルにとっても
役立つ知恵を見つけることができるでしょう。
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1202-VLZ PRO ビデオセッティング
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1202-VLZ PRO DJ セッティング

接続例接続例接続例接続例接続例
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1202-VLZ PRO ステレオ PA
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1202-VLZ PRO     パパパパパッッッッッチチチチチベベベベベイイイイイののののの詳詳詳詳詳細細細細細
マイク、ラインレベルのインストゥルメント
やエフェクト、ヘッドフォン、そしてサウンド
の最終的な出力先であるテープレコーダーやPA
システムなど、すべての端子はパッチベイ、そ
して背面のインプットに接続されます。

 MICインプット
（チャンネル1から4）
商用スタジオの巨大なコンソールに見られる
バランス型マイク入力を、同じ理由で採用して
います。この種の回路はハムとノイズ除去に優
れています。 標準XLRタイプ（オス）の端子から
であれば、ほとんどすべてのマイクに対応して
います（インプットからの信号経路について：
）。ケーブルを自作する場合には以下のように

接合してください：

ピン 1 = グラウンドまたはシールド
ピン 2 = プラス（＋またはホット）
ピン 3 = マイナス（－またはコールド）

プロ仕様のリボン、ダイナミック、コンデン
サーマイクは、このインプットを経由して入力
され、素晴らしいサウンドを提供します。1202-
VLZ PROのマイクインプットでは、どのような
マイクもオーバーロードせずに調整することが
可能です。ただ、レベル設定の手順だけはご確
認ください（ ）。

 ファンタム電源
現在、多くのプロフェッショナルコンデン
サーマイクはファンタム電源供給タイプとなっ
ています。ミキサーはオーディオケーブルを通
じて低電流の直流電圧をマイクに供給する仕組
みになっています（セミプロクラスのコンデン
サーマイクではバッテリーを備えている場合も
あります）。Shure社のSM57やSM58など、外部電
源を必要とせず、また、その影響も受けること
のないダイナミックマイクからは見えない電源
であることから「ファンタム（幻）」と名付けられ
ています。
1202-VLZ PROのファンタム電源はリアパネル
のPHANTOMスイッチ で設定します。この設
定はグローバルな設定であり、1から4チャンネ
ルを同時にオン、オフにします。

ファンタム電源がオンである
場合、MICインプットにシン
グルエンド型（アンバランス
接続）のマイクや楽器を絶対
に接続しないでください。

絶対に安全であるという確信がない限り、
ファンタム電源が供給されているMICインプット
にインストゥルメントの出力端子を接続しない
でください。

 LINE IN 1-4 （ライン入力 1-4）
これら4つのラインインプットはマイクプリア
ンプと回路を共有しています（ファンタム電源を
除く）。また、ほとんどのレベルでバランスまた
はアンバランス入力に対応します。5-12チャンネ
ルよりも40dB以上のゲインが可能であるため、
様々な状況（-40dBといった低いレベルのインス
トゥルメント、-10dBVから+4dBuレベルの操作）
に対応しています。（シグナルの接続方法につい
て： ）
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UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

ALL BAL/UNBAL

LOW CUT
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LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB
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TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV
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2
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3 1

1
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3

シールド�

コールド�
ホット�

3

2

1



11

LOW CUT機能はライブでのオ
ペレーションに柔軟性を与えま
す。LOW CUTを使用すれば、
ボーカルのLOWイコライゼー
ション  を安全に行うことが可
能です。多くの場合、低音の
シェルビングEQはボーカルに欠
かせないものですが、LOW EQ
処理はステージ上の騒音やマイクに触れる音や
ブレスのポップ音を強調してしまうこともあり
ます。LOW CUTは、これらすべての問題を除去
し、ウーハーを損なわずEQ処理を施すことを可
能にします。
上の図はLOW EQ とLOW CUTのコンビネー
ションによる周波数のカーブを示しています。

 TRIM （1-4チャンネルのみ）
はじめに、レベル設定の手順 をもう一度お
確かめください。
チャンネル1から4に接続されたマイクやライ
ンインプットの感度は、それぞれのTRIMによっ
て調整されます。外部からの信号を内部での適
切な操作レベルに調節するものです。
XLR端子を経由した信号の場合、ノブを最も
左にした状態で0dB、フルにした状態で60dBのゲ
インとなります。
1/4インチ端子の場合では、ノブを最も左にし
た状態で15dBの減衰、フルにした状態で45dBの
ゲインとなります。ノブの外側の円を参照して
ください。「U（ユニティーゲイン）」は10時の位置
にマークされています。この15dBの減衰は、と
てもホットなシグナルを入力する場合や、EQを
過激に使用する場合などにとても便利です。こ
の「仮想パッド」は、そのような状況でのチャン
ネルクリッピングを未然に防ぎます。

これらのインプットにバランスラインを接続
する際には、ステレオヘッドフォン端子によく
見られる 1/4インチチップリングスリーブ（TRS）
端子を使用してください。

チップ = プラス（＋またはホット）
リング = マイナス（－またはコールド）
スリーブ = シールドまたはグラウンド

これらのインプットにアンバランスラインを
接続する際には、1/4インチモノ（TS）フォンプラ
グまたは標準の楽器用ケーブルを使用してくだ
さい。

チップ = 信号
スリーブ = グラウンド

LINE IN 1-4 インプットは高いゲインを必要と
する古い楽器類にも適しています。対応する
チャンネルのTRIMコントロール を調節し、低
レベルを適切なレベルまで持ち上げることが可
能です。

 LOW CUT（1-4チャンネル）
LOW CUT機能はハイパスフィルターと比較さ
れます。75Hz以下の低いフリーケンシーをオク
ターブにつき18dBの割合でカットします。
キックドラム、ベースギター、シンセベース

（そして地震のSEなど）を除くあらゆるマイクの
用途にLOW CUTの使用をお勧めします。上記の
ようなもの以外では、必要以上の低周波は求め
られません。フィルタリングすることによって
ローをシャキッとさせるだけではなく、ライブ
ではフィードバックを抑え、アンプのパワーを
維持する役割を果たします。

スリーブ�

チップ�スリーブ�

チップ�

リング�

リング�

チップ�

スリーブ�
リング�

スリーブ�

チップ�

チップ�スリーブ�

チップ�

スリーブ�

Low Cut＋Low EQ
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0

+5

+10

+15

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz
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LOW CUT
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 ステレオラインインプット
（チャンネル 5-6、7-8、9-10、11-12）
これらの完全バランス対応のインプットは、
ステレオまたはモノ、バランスまたはアンバラ
ンス、-10dBVから+4dBuまで対応しています。
すべてのプロフェッショナルなインストゥルメ
ントやエフェクト、テープレコーダーに使用が
可能です。（これらのインプットでシグナルを受
信する方法について： 、自作ケーブルについ
て：  ）
オーディオでステレオを扱うとき、奇数の
チャンネルは通常「左チャンネル」を受信するよ
うに設定します。例えば1202-VLZ PROのライン
インプット5-6にステレオ信号を挿入するのであ
れば、機器の左の出力をチャンネル5の端子に、
右の出力を6の端子に接続します。
モノの機器（1本のケーブル）を接続する場合

は、常にL（MONO）側のインプット（すなわち
LINE IN端子5、7、9、11）を使用し、R側のイン
プット（LINE IN端子 6、8、10、12) は空けておき
ます。この方法で左右のチャンネルに同じ信号
が流れる仕組み（ジャックノーマリング ）に
なっています。

 エフェクト接続：
シリアル vs パラレル
この先2つのセクションでは

「シリアル」そして「パラレル」と
いう用語が頻繁に登場します。

ここではまずその意味を説明します。
シリアルは、信号全体がエフェクトデバイス
に送られることを意味しています（コンプレッ
サーやリミッター、グラフィックイコライザー
など）。ラインレベルの信号は、ミキサーの前
で、あるいは後ろでシリアルエフェクトデバイ
スに接続することが可能です。リアパネルに備
えられたインサート端子（CHANNEL INSERT
SEND / RETURN）を使用するのが最適な形で
す。
一方パラレルではミキサーのシグナルの一部
がデバイスに送られます（AUX SEND経由）。処
理された信号は再びミキサーに戻り（STEREO
AUX RETURN経由）、オリジナルの信号すなわち
「ドライシグナル」にミックスされます。この方
法では、複数のチャンネルが1つのデバイスを使
用することが可能です。例：リバーブ、デジタ
ルディレイなど（以下のダイアグラム参照）。

ドライシグナル� 処理された�
シグナル�

インサート�
センド�

インサート�
リターン�

ドライシグナル� ドライ�
シグナル�

Aux�
センド�

Aux�
リターン�

ウェット�
シグナル�

チャンネルパス�
ミックス�
ステージ�

アウトプット�
セクション�

処理された�
シグナル�

エフェクト機器�
（コンプレッサーなど）�

エフェクト機器�
（リバープなど）�

�

パラレル機器

シリアル機器
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 AUX RETURN
パラレルエフェクト機器（または他のオーディ
オソース）を接続します。これらのバランスイン
プットは、EQ、Auxセンド、パン、ミュート、
ソロ機能を除いてステレオLINE INインプット
と同じ仕様です。この回路もステレオ、モノ、
バランス、アンバランス信号、そしてインス
トゥルメントレベル、-10dBVまたは+4dBuに対
応しています。市場に流通しているほとんどの
プロ仕様のエフェクトを接続することが可能で
す。（これらのインプットの接続について： ）

パラレルエフェクトが1台の
みの場合には、STEREO
AUX RETURN 1を使用し、
STEREO AUX RETURN 2に
は何も接続しないでくださ

い。この場合、EFX TO MONITORスイッチ の
設定によっては、未使用のAUX RETURN 2レベ
ルコントロールを、AUX RETURN 1の信号をス
テージモニターへ送るために使用することが可
能になります。
　モノ出力（1本の出力ケーブル）のエフェクト
機器を使用する場合、ケーブルはAUX RETURN
1のLEFT / MONOに接続し、RIGHTには何も接続
しないでください。この方法により、信号は両
サイドに送られ（魔法のように！）、センター
にモノ信号として現れます。AUX RETURN 2で
はこのように動作しないので、Y字型コードが必
要となります。

 CHANNEL INSERT 1-4
1202-VLZ PRO背面に位置す

るこれらチャンネルインサー
ト端子 は、前述のシリアル
エフェクト（コンプレッサー、

イコライザー、ディエッサー、フィルターなど）
を接続する場所です。この種の機器を数多く所
有する人はそれほど見られないので、ここでは
最初の4チャンネルのみにインサート端子を設け
ました。このような処理をチャンネル 5から12に
対して行う場合は、単純に1202-VLZ PROの前で
デバイスに接続してください。
CHANNEL INSERTのポイントは、 TRIMと
LOW CUTコントロールの後、チャンネルEQと
GAINコントロールの前です。センド（チップ）は
ローインピーダンス（120オーム）であり、どんな
ラインレベルにも対応します。リターン（リン
グ）はハイインピーダンス（2.5キロオーム以上）
で、ほとんどのデバイスに対応しています。
インサートケーブルは以下のように配線して
あるものを使用します：

チップ�

このプラグをミキサーの�
チャンネルインサートジャックに接続� リング�

チップ�
リング�
スリーブ�

エフェクト機器へ�

エフェクト機器から�

（TRS プラグ）�

チップ = センド（エフェクトへ出力）
リング = リターン（エフェクトからの入力）
スリーブ = 共通グラウンド
（シールドは3つのスリーブすべてに接続）

これらの端子は、外部機器をインサートする
他に、ポストTRIM、ポストLOW CUT、プレEQ
のダイレクトアウトとして使用することも可能
です。Mackieのプリアンプはとても有名で、実
際にこれらの4基のプリアンプのためだけに、こ
のミキサーを購入する人々もいたほどです。
チャンネルインサートには以下のように、3通り
の使用法があります。

ダイレクト出力（マスターへの信号中断なし）�
最初にカチッと音がする所まで挿入�

インサートジャック�

インサートジャック�

インサートジャック�

ダイレクト出力（マスターへの信号は中断）�
2度、カチッと音がする所まで挿入�

エフェクトループとしての使用�
（チップ = センド、リング = リターン）�

モノプラグ�

モノプラグ�

ステレオプラグ�

4 3 2 1

CHANNEL INSERTS
( PRE-FADER / PRE EQ    TIP SEND / RING RETURN ) 

SERIAL NUMBER MANUFACTURING DATE

CHANGE DE MÊME TYPE.
EMPLACER LE FUSIBLE

R ELECTRIC SHOCK, DO NOT 
OT REMOVE COVER. 

G TO QUALIFIED PERSONNEL.

OUVRIR

MIC RANGE MIC PREAMPLIFIERS ARE PROPRIETARY TO MACKIE DESIGNS, INC.

MACKIE DESIGNS INC • WOODINVILLE • WA • USA •
• THE FOLLOWING ARE TRADEMARKS OR REGISTERED

DR" AND THE "RUNNING MAN" FIGURE •  PATENT PENDING
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 TAPE INPUT
RCA端子はプロ、セミプロ用のレコーダーに
使用されています。受信する極端に低いレベル
の信号は、そのレベルを補うため自動的に6dB
ブーストされます。
標準ハイファイケーブル（RCA）を用いて、

テープレコーダーの出力をここに接続してくだ
さい。（接続について： ）

この端子は作成したミックスのテープをプレ
イバックするのに便利です。再生されたミック
スを検討し、巻き戻してもう一度トライする場
合に、パッチングをやり直したりミキサーのレ
ベルを変更する必要はありません。この端子を
ポータブルのテープレコーダーやCDプレイヤー
に接続して、コンサートの幕間にPAから音楽を
流すこともできます。

 注意: CONTROL ROOM
SOURCEマトリクスでTAPE
とASSIGN TO MAIN MIXボ
タンを同時に押し込むと、
TAPE INPUTとTAPE OUT-

PUTの間にフィードバック経路が生じます。こ
れらのスイッチをオンにする際には、テープ
デッキの録音状態や録音一時停止状態、または
インプットモニターが解除されていることを確
認してください。またはCONTROL ROOM /
SUBMIXレベルのノブが反時計回りに最後まで戻
してあること（オフ）をご確認ください。

LINE IN 1 LINE IN 2 LINE IN 3 LINE IN 4 L

MONO

L

MONO

L

MONO

L

MONO

PHONESLINE IN 5-6

R R R R

AUX SEND
TAPE
INPUT

TAPE
OUTPUT

L

R

1

2

1

2

RIGHT

L

R

RIGHT

MIC 1 MIC 2 MIC 3 MIC 4

LEFT

LEFT/MONO

STEREO AUX RETURN MAIN OUT

BAL/UNBAL

LINE IN 7-8 LINE IN 9-10 LINE IN 11-12

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

ALL BAL/UNBAL

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE

チップ�
スリーブ�

チップ�
スリーブ�

2

2

3 1

1

シールド�

コールド�

ホット�

シールド�

コールド�

ホット�

3

シールド�

コールド�
ホット�

3

2

1

アウトプット類
アウトプットについてですか？まだ詳しく説
明していませんでした。1202-VLZ PROには、
XLR MAIN OUT、1/4インチ MAIN OUT、RCA TAPE
OUTPUT、 PHONES、 CONTROL ROOM、 AUX
SEND 1、2と様々なアウトプットが用意されてい
ます。さぁ、ちょっと見てみましょう。

 XLR メインアウト
XLRメインアウトはローインピーダンスで完
全にバランスの出力です。定格出力レベルは
+4dBuで、最大28dBのヘッドルームを持ってい
ます。このアウトプットは他に比べ6dB電圧が高
くなっています。（シグナルのルーティング方法
について： ）
このアウトプットに接続するXLR端子（バラン
スのみ）は以下のように配線してあるものを使用
してください。

ピン 1 = グラウンド
ピン 2 = プラス（＋またはホット）
ピン 3 = マイナス（－またはコールド）
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POWER
ON

PHANTOM
ON

MAIN
LEFT

MAIN
OUTPUT
LEVEL

MAIN
RIGHT

BALANCED BALANCED

    120 VAC 50/60 Hz 25W
500mA/250V SLO-BLO

TO REDUCE THE  RISK OF
FIRE REPLACE WITH SAME 

TYPE .5A-250V FUSE

CAUTION:

MIC
+4 

1202-VLZPRO
12-CHANNEL MIC/LINE MIXER

WITH PREMIUM XDRTM MIC PREAMPLIFIERS

チップ�
スリーブ�

チップ�
スリーブ�

XLR MAIN OUTPUT LEVELスイッチ
MAIN OUTPUT LEVELのパッドを押し込む

と、バランスXLRメインアウトプットの出力は
30dB抑えられます。従って他のミキサーのマイ
ク入力に接続することも可能です。
この出力は48Vのファンタム電源を供給するイ
ンプットにも安全に接続できます。

 1/4インチ MAIN OUT
これらの1/4インチの端子はバランス出力で
す。600オームの負荷を持つバランスまたはアン
バランスに対して22dBuを供給することが可能で
す（OK、かなり技術的な文章であることを認め
ましょう！巻末の「用語集」と付録の「接続」もご
参照ください）。（この1/4インチ端子での接続に
ついて： ）
このアウトプットにバランス接続を行うに
は、以下のような1/4インチTRS （チップリングス
リーブ）フォンプラグを使用します。

スリーブ�

チップ�スリーブ�

チップ�

リング�

リング�

チップ�

スリーブ�
リング�

チップ = ＋（ホット）
リング = －（コールド）
スリーブ = グラウンド

音楽レコーディングやPAの現場では、アンバ
ランス型の接続も多用されています。このアウ
トプットにアンバランスのインプットを接続す
る場合には、下のような1/4インチTS（チップス
リーブ）フォンプラグをご使用ください。

スリーブ�

チップ�

チップ�スリーブ�

チップ�

スリーブ�

チップ = ＋（ホット）
スリーブ = グラウンド

 TAPE OUTPUT
アンバランスRCA接続のTAPE OUTPUTは、
メイン出力を供給します。PAと同時にレコー
ディングする場合などにとても便利です。レ
コーダーのインプットに接続してください。（こ
のアウトプットにシグナルを接続する方法： ）
モノアウト： テープデッキその他へモノ信号
を出力する場合、RCAのY字型ケーブルを用いて
単純に信号をミックスします。但し、1202-VLZ
PROの他のアウトプットでは、この方法をとら
ないでください。
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LINE IN 1 LINE IN 2 LINE IN 3 LINE IN 4 L

MONO

L

MONO

L

MONO

L

MONO

PHONESLINE IN 5-6

R R R R

AUX SEND
TAPE
INPUT

TAPE
OUTPUT

L

R

1

2

1

2

RIGHT

L

R

RIGHT

MIC 1 MIC 2 MIC 3 MIC 4

LEFT

LEFT/MONO

STEREO AUX RETURN MAIN OUT

BAL/UNBAL

LINE IN 7-8 LINE IN 9-10 LINE IN 11-12

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

BAL
OR

UNBAL

ALL BAL/UNBAL

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

TRIM
+15dB -45dB

MIC GAIN

0

U

60

-10dBV

XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE

スリーブ�

LEFTスリーブ�

LEFT

RIGHT

RIGHT

チップ�

スリーブ�リング�

 PHONES
1202-VLZ PROのステレオPHONES端子は、標
準のヘッドフォンで非常に大きな音量を生じさ
せることができます。また、適切なアダプタが
あれば、携帯用ヘッドフォンを接続することも
できます。（シグナルを接続する方法： ）
PHONES用のケーブルを自作する場合は以下の
ような標準的配線を行います。

 ALT 3/4
この2つの1/4インチ端子はバランスアウトプッ
トであり、バランスまたはアンバランスに対し
て22dBuを供給することが可能です。( 接続方法
について： 、ケーブルについて： )

 CONTROL ROOM
この2つの1/4インチ端子はバランスアウトプッ
トであり、600オームの負荷を持つバランスまた
はアンバランスに対して22dBuを供給することが
可能です。（接続方法について： 、ケーブルに
ついて： ）

 AUX SEND 1、2
この2つの1/4インチ端子もバランスアウトプッ
トであり、600オームの負荷を持つバランスまた
はアンバランスに対して22dBuを供給することが
可能です。（接続方法について： 、ケーブルに
ついて： ）

チップ = 左チャンネル
リング = 右チャンネル
スリーブ = 共通グラウンド

注意：ヘッドフォンアンプの
音が大きいというのは、決し
て誇張ではありません。過度
に大きな音量は耳に深刻なダ
メージを与えかねません。イ

ヤフォンによっては中間の設定でも痛いほどの
音量となります。ご注意ください。

ヘッドフォンを接続する前には、必ずCTL
ROOM / SUBMIXノブを最小に設定してくださ
い。ヘッドフォンをかぶってから少しずつ大き
くしていきましょう。何故でしょう？「聞く耳を
持たずにして一人前にはなれず」です！
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 電源コネクタ
1202-VLZ PRO付属の電源コードを紛失してし
まった場合、プロフェッショナルレコーダーや
音楽機器やコンピュータなどによく使用されて
いる標準IECコードを代用することが可能です。
コネクタの反対側は・・・プラグです！ あの
黒い四角のボックス、ACアダプタではありませ
ん！これにはれっきとした理由があるのです。
1202-VLZ PROにはACアダプタでは得られない
洗練された電源が必要です。ACアダプタは不便
であり、壊れやすくハムの放射が広いばかりで
なく、かさばってコンセントを無駄にします。
紛失した場合にも大変です。けれども1202-VLZ
PROの電源コードは、電器店、楽器屋、コン
ピュータ取扱店などで新品を容易に手に入れる
ことが可能です。私達がACアダプタを採用しな
かった理由がお分かりでしょうか？
1202-VLZ PROの電源をアースされた標準コン

セント、または適切な電圧を供給する分配器に
接続してください。

注意：プラグのアースピンを
外すのは危険です。絶対にお
やめください。

 ヒューズ
1202-VLZ PROには、使用者（および機器）の安

全のためフューズが取り付けてあります。
ヒューズが切れたことに気がついたら、コード
を抜いてヒューズのケース（電源ソケットのすぐ
下）を引き出し、新たなヒューズに交換してくだ
さい。電器店または本器販売店にて500mA （0.5
アンペア） SLO BLO 5x20mmのものをお求めくだ
さい。
もし、ヒューズが連続してとんでしまうよう
なら、何か重大な異常が発生しています。サ
ポートに連絡し、指示を受けてください。

 POWER スイッチ
このスイッチが何であるのかまったく分から
ないですって？それはお手上げです。では、い
つでもオンの状態にしておいて構いません！
1202-VLZ PROは節電設計されています。従って1
日24時間動作していても蓄熱に問題は生じませ
ん。焼け切れたり消耗してしまうものは何もあ
りません。
1202-VLZ PROの右上部の隅が熱くなることが
ありますが、これは異常ではありません。

 PHANTOM スイッチ
すでに の項で説明しましたが、PHANTOM
電源のスイッチは、1から4のMIC インプット
に接続されたコンデンサーマイクロフォンに
ファンタム電源を供給するためのものです。ス
イッチをオン（オフ）にしてから、ファントム電
源回路の電圧が上がる（下がる）まで少し時間が
かかりますが、これも異常ではありません。さ
らに詳しいことをお知りになりたい方は、付録 C
もご参照ください。

POWER
ON

PHANTOM
ON

MAIN
LEFT

MAIN
OUTPUT
LEVEL

MAIN
RIGHT

4 3R/4 L/3 2 1

CHANNEL INSERTS
BAL/UNBALBALANCED BALANCED BAL/UNBAL

    120 VAC 50/60 Hz 25W
500mA/250V SLO-BLO

( PRE-FADER / PRE EQ    TIP SEND / RING RETURN ) 

ALT
OUTPUT

R L

CONTROL
ROOM

TO REDUCE THE  RISK OF
FIRE REPLACE WITH SAME 

TYPE .5A-250V FUSE

CAUTION:

MIC
+4 

SERIAL NUMBER MANUFACTURING DATE

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN

REPLACE WITH THE SAME TYPE FUSE AND RATING.
DISCONNECT SUPPLY CORD BEFORE CHANGING FUSE

UTILISE UN FUSIBLE DE RECHANGE DE MÊME TYPE.
DEBRANCHER AVANT DE REMPLACER LE FUSIBLE

WARNING: TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC SHOCK, DO NOT 
EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. 
NO USER SERVICEABLE PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

CAUTION

AVIS: RISCQUE DE CHOC ÉLECTRIQUE — NE PAS OUVRIR

XDRTM EXTENDED DYNAMIC RANGE MIC PREAMPLIFIERS ARE PROPRIETARY TO MACKIE DESIGNS, INC.

CONCEIVED, DESIGNED, AND MANUFACTURED BY MACKIE DESIGNS INC • WOODINVILLE • WA • USA •
MADE IN USA • FABRIQUE AU USA • COPYRIGHT ©1998 • THE FOLLOWING ARE TRADEMARKS OR REGISTERED

TRADEMARKS OF MACKIE DESIGN INC.: "MACKIE", "VLZ","XDR" AND THE "RUNNING MAN" FIGURE •  PATENT PENDING

1202-VLZPRO
12-CHANNEL MIC/LINE MIXER

WITH PREMIUM XDRTM MIC PREAMPLIFIERS
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U

OO +15

U

OO +15

U

+15-15

U

+12-12

U

+15-15

L R

U

+20dBOO

1
MUTE

HI
12kHz

MID
2.5kHz

LOW
80Hz

EQ

AUX

PAN

PRE FADER
SOLO

1

2

GAIN

ALT 3-4

MON/
EFX

EFX

     チチチチチャャャャャンンンンンネネネネネルルルルルススススストトトトトリリリリリッッッッップププププののののの詳詳詳詳詳細細細細細

8つのチャンネルストリップは同じような外観
と機能を持っています。ただ、左の4つのチャン
ネルはそれぞれマイク用あるいはモノのインス
トゥルメント用として使用され、高いゲインが
可能であるのに対し、右の4つのチャンネルはス
テレオまたはモノのラインレベルに限定されて
いるという違いがあります（個々のステレオチャ
ンネルストリップは実際には2つの回路を持って
います。その制御はステレオを維持するために
互いにリンクしています）。さあ、それでは各機
能を下から順に見てみましょう。

 「U」のマーク
（ユニティーゲイン）
Mackieのミキサーには、

ほとんどすべてのレベルコ
ントロールに「U」のシンボル
が付けられています。この
「U」は「ユニティーゲイン」の
略語であり、シグナルのレ
ベルに変化のないことを意
味しています。インプット
信号を一度ラインレベルに
調整すれば（ ）、後はすべ
てのコントロールを「U」に設
定するだけで信号をミキ
サーの至る所で適切なレベ
ルに保つことが可能です。
また、すべてのレベルコン
トロールの単位はデシベル
（dB）となっています。従っ
てレベル設定を変更する際
に分かりやすいものとなっ
ています。
いくつかのミキサーのよ
うに、あちらこちらでレベ
ルをチェックする必要はあ
りません。事実、実際のdB
レベルをまったく知ること
のできないミキサーも存在
するのです！「0」から「10」と
表示されたフェーダーを見
たことがありませんか？私
達はこれをAUM（任意的測
定単位）と呼んでいますが、
現実的には意味を持つもの
とは言えません。Mackieの
選択は本当に賢い判断でし
た！

 GAIN ノブ
回転式GAINノブは、チャンネルのレベルをコ
ントロールします。オフからユニティーゲイン
（中央のツメ）を経て・・・最大＋20dBまでのゲ
インを得ることが可能です。GAINノブはチャン
ネルフェーダーと同じ役割を果たします。チャ
ンネル1から4はモノのコントロールであり、
チャンネル5から12はステレオコントロールであ
るので少し違和感を感じるかもしれませんが、
問題ありません。すぐに慣れるでしょう。

 PRE-FADER SOLO ボタン
この愛すべきボタンを使ってシグナルをヘッ
ドフォンまたはコントロールルーム  から確認
することができます。MAIN MIXまたはALT 3-4
ミックスにルーティングする必要はありませ
ん。 チャンネルのGAINノブを上げることすら必
要でありません。ソロ機能は通常ミックス時に
各チャンネルのプレビューをする場合や、セッ
ション時に特定のチャンネルで何がハプニング
しているのか？を確認する目的などに使用され
ます。同時に複数のチャンネルをソロに設定す
ることが可能です。
また、ソロはレベル設定の手順 においても
重要な役割を果たします。
ソロに設定されたチャンネルはSOURCEミッ
クス に送られます。そして最終的にはCON-
TROL ROOM、PHONESそしてメーターディス
プレイにも送られます。SOLOが機能すると、す
べてのSOURCEでの選択（MAIN MIX、ALT 3-4、
TAPE）は 無効となり、ソロ状態の信号のみ
が・・・ソロになります！

注意：PRE-FADER SOLOに
よって送信されるチャンネル
信号は、GAINノブより前の
ものです。従ってGAINノブ
が「U」より下の位置に設定

してあってもSOLOはそれに関与せず、ユニ
ティーゲインのシグナルをCONTROL ROOM、
PHONES、そしてメーターディスプレイに送信
します。結果としてこれらのアウトプットに
ショッキングなレベルが生じることもあるので
注意が必要です。

 MUTE/ALT 3-4
MUTE / ALT 3-4バスは2つの機能を兼ねていま
す。Mackieの個性ともいえるものです。Mackie
のスタッフであるグレッグは私達の最初の製品
設計の段階で、すべてのチャンネルにMUTEス
イッチを設置しなければならなくなりました。
MUTEスイッチはその名の通りサウンドをミュー
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トさせるものです。信号を「あらぬ方へ」接続す
ることによって沈黙させるのです。「ジーザス、
何て無駄な！」とグレッグは考えました。
「ミュートボタンで信号をどこか別の役に立つと
ころへ送れればいいのに・・・別個のステレオ
バスみたいに？」という訳でMUTE / ALT 3-4は2つ
の機能、すなわちミュートスイッチ（ミックスダ
ウンやライブでとても有用です）、そして付加的
ステレオバスにシグナルをルーティング（マルチ
トラックやライブでも便利）するスイッチ、両方
を兼ねるものとして誕生しました。
MUTEスイッチとして使用する場合、ALT 3-4
アウトプットに何も接続しないでください。
チャンネルをこの空のアウトプットにアサイン
すると同時にMAIN MIXへの接続が切れ、結果と
してチャンネルはミュートされます。
ALT 3-4スイッチとして使用する場合は、ALT

3-4に任意の接続をします。一般的なものを2つ
例として挙げてみましょう：
マルチトラックレコーディングでは、ALT 3-4
アウトプットを使用してレコーダーに信号を送
ります。多くのデッキでは、Y字型ケーブルやマ
ルチケーブルを使用してALT 3-4からの出力を分
配し、複数のトラックに録音することが可能で
す。ALT OUTPUT L信号をトラックの1、3、5、
7へ、ALT OUTPUT R 信号をトラックの2、4、6
、8へ送ってください。レコード状態またはイン
プットモードのトラックでALT 3-4の信号が受信
され、プレイバックやセーフモードのトラック
では信号は受信されません。
ライブやミックスダウン時には、複数チャン
ネルのレベルを1つのノブで同時にコントロール
することができると大変便利です。サブグルー
ピングと呼ばれる手法です。必要なチャンネル
をALT 3-4ミックスにアサインし、SOURCEマト
リクスでALT 3-4ボタンを押し込むと、シグナル
は CONTROL ROOMそして PHONESに現れま
す。ALT 3-4シグナルをMAIN MIXに戻す際には
ASSIGN TO MAIN MIXスイッチ を押してくださ
い。このときALT 3-4にアサインされたすべての
チ ャ ン ネ ル の レ ベ ル が CONTROL ROOM /
SUBMIXのノブによってコントロールされます。
同じ目的ではもう1つの方法があります。任意
のチャンネルをALT 3-4ミックスにアサインしま
す。そしてALT OUTPUT LとR出力を使用してい
ないステレオチャンネル（5-6、7-8、9-10 あるい
は11-12）に接続します。この場合、絶対にその
ステレオチャンネルのMUTE / ALT 3-4スイッチを
オンにしないでください。さもないとフィード
バックループに近所中の犬が吠えたてることに
なるでしょう！
また、ALT 3-4は「SIP（ソロインプレース）」と
呼ばれる機能としても活躍します。チャンネル
のMUTE / ALT 3-4スイッチ、そしてSOURCEマ
トリクス のALT 3-4スイッチを押してくださ
い。そのチャンネルだけがCONTROL ROOMそ

してPHONESに現れます。
MUTE / ALT 3-4コントロールはまだ目新しいも

のと言えるかもしれません。当惑されるかもし
れませんが、時間をかけていじってみてくださ
い。理解してしまえば何百もの利用法を思いつ
くことでしょう！

 PAN
PANは、左右のチャンネルに送られるシグナ
ル量を設定します。モノチャンネル（1から4チャ
ンネル、または5から12チャンネルでLインプッ
トのみに接続されている場合）では、このコント
ロールは左右の定位を決定するパンポットとし
て機能します。ステレオチャンネル（5から12
チャンネル、LとRにステレオ接続）の場合、PAN
ノブは家庭用ステレオのバランスコントロール
と同じように機能します。
PANはMAIN MIX（1-2）そして ALT 3-4ミックス

でのサウンドに大きな影響を及ぼします。PAN
ノブを左に振り切ると、信号はALT 3-4スイッチ
の設定に従い、MAIN OUT L（バス1）またはALT
OUTPUT L（バス3）へ供給されます。ノブを右に
振り切ると、信号はMAIN OUT R （バス2）または
ALT OUTPUT R（バス4）へ供給されます。

 コンスタントラウドネス
1202-VLZ PROのPANコント

ロールには「コンスタントラウ
ドネス（一定の音量）」と呼ばれ
る設計が採用されています。
高速道路の隣に住んでいるこ
ととは無関係です！PANノブ

を徐々に、左から右へ回していくと、サウンドは
同じボリューム（ラウドネス）を保ちながら左から
中央、そして右へと移動します。
例えばあるチャンネルのパンを左（または右）に

振り切るように設定した状態で0dBであるなら、
パンをセンターに動かしたときに左（または右）
チャンネルで4dBの減衰が生じます。他社のミキ
サーには、パンがセンターの位置に来るとサウン
ドが非常に大きくなってしまうものもあります。

 3バンドの EQ
1202-VLZ PROは3バンドのイ
コライザーを搭載しています。
LOWシェルビングは 80Hz、
MIDピークは2.5kHz、HIシェル

ビングは12kHzと、個々のポイントは注意深く設
定されました。「シェルビング」回路は、特定の
周波数を超えるすべて周波数をブーストまたは
カットします。例えばLOW EQノブを右に回して
15dBの位置に設定すると、80Hzから下、聞こえ
ない低い音までがブーストされます。「ピーク」
とは、特定の周波数を中心に形作られる「丘」の
ようなカーブを意味します。MID EQの場合は
2.5kHzを中心に周波数が強調されます。
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コライジングを心掛けましょう。ノブは右方向
（ブースト）だけでなく左方向（カット）にも設定で
きることを忘れないでください。優れたアルバム
を創出するエンジニアに3dB以上のイコライジン
グを施す人はほとんどいません。3dB以上の設定
が必要であると思われる場合、マイクを移動した
り、他の種類のマイクと交換してみたり、通常は
もっと別な良い方法があるはずです。

 AUX センド
これらのノブを操作して、チャンネルのシグ
ナルの一部分をパラレルエフェクトユニットや
モニターシステムなどに送ることができます。
AUXセンドレベルは、チャンネルのAUX 1とAUX
2 ノブ とAUX 1 MASTER で制御します。
レコーディングの別ミックスや、放送局での

「マイナスミックス」を作成することも可能で
す。 AUX 1をPREモード に設定すると、ミッ
クスレベルはGAINコントロールの影響を受けず
に設定することが可能です。
POSTモード でのAUX 1、そしてAUX 2はポ

ストLOW CUT、ポストEQ、ポストGAINとなっ
ています。センドはこれらの設定に従います。
PREモード でのAUX 1はEQとLOW CUTの設定
にのみ従います。PANとGAINはPREセンドに影
響を与えません（下のダイアグラム参照）。
AUXのセンドレベルの範囲は、「∞∞∞∞∞（オフ）」か
ら「U（ユニティーゲイン）」、そして15dBの追加
ゲインまでとなっています。この追加ゲインを
使用することはないと思われますが、その機能
があることを覚えておくとよいでしょう。
チャンネル5-12のAUXノブは、AUXセンドで

送られるモノ信号（そのチャンネルの左右のステ
レオ信号のミックス）の量を設定します。例え
ば、チャンネル5（L）と6（R）のミックスがAUXセ
ンドノブによって送られます。
ステレオリバーブを使用する際には、モノで
送りステレオで戻すという接続をお勧めしま
す。多くのステレオリバーブでは、第2の端子は
直接別のAUXセンドに繋がっているため、サウ
ンドに変化は生じません。もちろん例外もある
ので試してみる価値はあります。もし使用する
エフェクト機器が完全にステレオ仕様であるの
なら、 AUX 1を左インプットに、AUX 2を右イン
プットに接続してください。
まだ読んでますよね！素晴らしい限りです！
これから佳境に入ります。本当のミックスの始
まりです。

LOW EQ

80Hzのポイントで最高15dBのカットまたは
ブーストが可能です。センターのツメのポジ
ションでフラット（ブースト、カットなし）とな
ります。この周波数はバスドラム、ベースギ
ター、ファットなシンセサウンド、低い男声に
パンチを加えます。

LOW CUT を併用することによ
り、不必要な低音ノイズを排除して
LOW EQをブーストすることが可能
です。

MID EQ

MIDはミッドレンジの略です。こ
のノブで2.5kHzを中心に最大12dB の
ブーストまたはカットが可能です。
同じくセンターポジションではフ
ラットとなります。サウンドを特徴
を与える成分の多くはこの帯域に含
まれているため、MIDはとてもダイ
ナミックな働きをすると考えられて
います。このノブを上下に動かすこ
とによって各種の有用で興味深い効
果を得ることが可能です。

HI EQ

12Hzのポイントで最高15dBのカッ
トまたはブーストが可能です。セン
ターポジションではフラットです。
ブーストすると全体的にサウンドに
透明感を与えます。シンバル音には
シューという音を加え、キーボード
や、ボーカル、ギターなど、さらに
はベーコンを焼く音！にエッジを加
えます。歯擦音やテープヒスを少な
くするには僅かにカットします。

節度のあるEQ設定

EQ操作はよい結果をもたらすばか
りではありません。過度のEQ操作は

混乱を導く怖れがあります。このミキサーが搭載
するイコライジング回路は強力なものとなってい
るのは、時としてそれが必要とされるからです。
例えばすべてのチャンネルのEQを最大に設定し
たらミックスは台無しとなるでしょう。繊細なイ
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 MAIN MIX ノブ
その名の通り、このノブはメインアウトプッ
ト（XLR LEFTとRIGHT 、1/4インチ MAIN OUT ）
と、RCA TAPE OUT PUT に送られる信号のレベ
ルを調節します。 すべてのチャンネル、そして
ミュートされていない（ボリュームがゼロでな
い）AUX RETURNSがMAIN MIXに起ち上がります。
左に回し切るとオフになります。中央ではユ
ニティーゲイン、右方向に回すと最大10dBのゲ
インが得られます。このゲインを使用すること
はほとんどないと思われますが、その存在は意
識しておくとよいでしょう。フェードアウト効
果はこのノブで行います。

 VLZ 設計構造
ミキシング回路の設計に、
Very Low Impedance（VLZ）を採用
したおかげで、最小ノイズと
ベストのクロストークという

成果が達成しました。VLZを搭載するミキサーの
電源装置には、回路に多大の電流を供給するこ
とが求められています。ACアダプタはその能力
がありません。
Mackieでは、オーディオのクオリティが最優先
です。ACアダプタの価格が安いものであっても
関係ありません。Mackieのすべてのミキサーに
VLZと、十分な能力の内蔵電源ユニットが採用さ
れています。結果的にライバル社のスペックを
約5万ドルも上回るものが完成されました！

 SOURCE マトリクス
一般的にMAIN MIXは観客に（ライブの場合）、ま
たはレコーダーに（ミックスダウンの場合）送ら
れます。でも、何かMAIN MIXと異なるものを
チェックするとき、どうしたらよいでしょう？
さらに進化した1202-VLZ PROでは、聞くものを
選択することが可能です。ちょっとややこしい
かもしれませんが重要です。シートベルトを締
めて先へお進みください！
SOURCEスイッチを操作して、MAIN MIX、ALT

3-4、TAPE、これらをどの組み合わせでも聞くこ
とができます。すでにMAIN MIXがどんなものかは
理解されていると思います。ALT 3-4は追加ステ
レオミックスバス です。TAPEは、TAPE INPUT
RCA 端子 で受信するステレオシグナルです。
SOURCEマトリクスで選択されたソースはステ
レオ信号として、CONTROL ROOM、PHONESそし
てメーターディスプレイに送られます。スイッ
チが何も押し込まれていない場合に、これらの
アウトプットに信号は送られません。従って
メーターも動作しません。

SOLO機能 は例外です。SOURCEマトリクス
での設定に関わらず、チャンネルのSOLOスイッ
チを押した場合は、SOLOシグナルのみが CON-
TROL ROOM、PHONES、そして右側のメーター
（左のメーターは動きません）に送られます。レ
ベル設定の手順 を容易なものとします。

注意： TAPEとASSIGN TO
MAIN MIXボタンを同時に押
し込むと、TAPE INPUTと
TAPE OUTPUTの間にフィー
ドバック経路ができてしまい
ます。これらのスイッチをオ

ンにする際には、ご使用のテープデッキの録音
（録音待機）状態とモニターインプットが解除
されていること、またはCONTROL ROOM /
SUBMIXのレベルノブがオフになっていることを
確認してください。

エンジニアコントロールルーム、ヘッドフォ
ンに送るシグナルを自由に選択する方法を理解
して頂けましたか？シグナルはここからレベル
コントロールへと向かいます。

     アアアアアウウウウウトトトトトプププププッッッッットトトトトセセセセセクククククシシシシショョョョョンンンンンののののの詳詳詳詳詳細細細細細
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 CONTROL ROOM / SUBMIXノブ
このノブはCONTROL ROOM出力 、そして
PHONES出力 両方のステレオアウトプットレ
ベルをコントロールします。レンジは「∞∞∞∞∞（オ
フ）」から「U（ユニティーゲイン）」、そして10dB
の追加ゲインまでとなっています。
MAIN MIXがSOURCEで選択されている場合、
信号は2つのレベルコントロール（MAIN MIXノブ
とCONTROL ROOM / SUBMIXノブ）を通過し、
コントロールルームとヘッドフォンのアンプへ
向かいます。この方法によって例えば適切なレ
ベルをMAIN OUTSに送り（MAIN MIXノブは「U」
の位置）、別のレベルをコントロールルームまた
はヘッドフォンに送る（ CONTROL ROOM /
SUBMIXノブを任意に設定）などが可能になりま
す。
ALT 3-4あるいはTAPEが選択されている場合

やSOLOが機能している場合には、CONTROL
ROOM / SUBMIXノブでレベルをコントロールし
ます（ただしチャンネルのコントロールは働きま
せん）。
CONTROL ROOMの出力はどんな使い方をし
ても構いません。そのサウンドのクオリティは
MAIN OUTSと完璧に同等で素晴らしいもので
す。予備のMAIN MIXアウトとして、異なるレベ
ルを設定することも可能です。けれどもこの場
合は注意が必要です。SOLOスイッチを絶対に押
さないでください。SOURCEでの選択を無効な
ものにしてしまいます。

 プリフェーダーソロ（PFL）
すでに説明しましたが、SOLOスイッチ を押

し込むとSOURCEマトリクスでの選択に関わら
ず、SOLOシグナルのみがCONTROL ROOMと
PHONESそして右のメーターに送られます。モ
ニターするためのレベルはCONTROL ROOM /
SUBMIXノブで調整します。右のメーターディス
プレイ に表示されるSOLOのレベルをコント
ロールすることはできません（1から4チャンネル
のTRIMを除く）。どんな音量でモニターしてい
ても、実際のチャンネルレベルを確かめること
ができます。

PRE-FADER SOLOは、チャンネルのシグナル
がGAINノブの手前でソロになることを意味しま
す。ですから厳密にはプリフェーダーソロでは
ありません。本来はプリノブソロと呼ぶべきも
のです！けれどもここでは一般的名称を使用し
ています。プリフェーダーソロはTRIM、LOW
CUT、EQ設定に従います。目的のチャンネルを
素早くチェックする最適のツールです。チャン
ネルのPANとMUTE / ALT 3-4設定はSOLOシグナ
ルに影響を及ぼしません。
ノート：ステレオチャンネル（5から12）ではソ
ロシグナルは左（奇数チャンネル）と右（偶数チャ
ンネル）の合計のモノ信号となっています。

注意：PRE-FADER SOLOに
よって送信されるチャンネ
ル信号は、GAINノブより前
のものです。従ってGAINノ
ブが「U」より下の位置に設
定してあってもSOLOはそ

れに関与せず、ユニティーゲインのシグナルを
CONTROL ROOM、PHONES、そしてメーター
ディスプレイに送信します。結果としてこれら
のアウトプットにショッキングなレベルが生じ
ることもあるので注意が必要です。
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 メーター
1202-VLZ PROのピークメーターは左右とも12
のLEDによって構成されています。様々な信号
をモニターすることを思うと驚くほどシンプル
です。
SOURCEマトリクス に何も選択されず、ま

たソロのチャンネルもない場合、メーターに表
示はありません。でもこれらは単なる丸い凹凸
ではありません！輝かしく作動させるためにマ
トリクスで何かを選択、あるいはSOLOを押し込
んでみてください。
何故このような仕組みになっているのでしょ
う？エンジニアが聞くものの真実を表示させた
いからです！エンジニアが聞いているのはCON-
TROL ROOMアウトまたはPHONESアウトで
す。その音量はCONTROL ROOM / SUBMIXノブ
で調整が可能ですが、メーターに表示されるの
はゲインノブ以前のSOURCEミックスのレベル
です。音量に関わらず常に実際のレベルを表示
します。
1202-VLZ PROの幅広いダイナミックレンジに
より、メーター表示で-20dBから+10dBであれ
ば、ピークがどこにあっても素晴らしいミック
スを完成させることが可能です。多くのアンプ
リファイアは+10dBでクリップを生じます。いく
つかのレコーダーもそのレベルを許容しませ
ん。従って現実的にはピークを0dBから+7dBの
間に設定するとよいでしょう。

さて、2つの操作レベル
+4（+4dBu=1.23V）
-10（-10dBV=0.32V）
についてあなたは知識がある
でしょうか？

従来のミキサーは、メーターの相対的な値であ
る「0dB　VU（0VU）」に何を採用しているか、に
よって2つのタイプに分類することができます。
「+4型」のミキサーでは、 +4dBuのシグナルが流
れるとメーターは0VUを示し、「-10型」のミキ
サーでは、 -10dBuのシグナルが流れるとメー
ターは0VUを示します。それでは0VUが実際に
0dBuを意味することはないのでしょうか？いい
え、Mackieがそれを成し遂げました！
Mackieのコンパクトミキサーは人々の欲求に
応え、新たな標準を提唱する危険を承知で、
0dBu（0.775V）の出力がメーターで0dB VUを示す
方式を選択しました。これ以上分かりやすい表
示が他にあるでしょうか？
オーディオメーターは、レベルがあなたの敷
地内からはみだしていないことを確認する単な
るツールです。ですから、小さなレベルのとき
にも注目している必要はありません！

 RUDE SOLO LIGHT
この点滅する発光ダイオードは、少なくとも1
つのチャンネルがSOLOの状態であること、そし
てあなたがMackieでミキシングしていること！
を教えてくれます。他社のミキサーはSOLOを知
らせることついてあまり気を使っていません。
インジケーターのないミキサーでは、ソロ状態
にいることを忘れてしまいがちです。ミキサー
が壊れてしまったと考えてしまうかもしれませ
ん。Mackieのミキサーではそのようなことがあ
りません。夜中（早朝？）の3時頃、マルチトラッ
クがワイルドにプレイバックしているのにサウ
ンドがモニターできない ・・・なんてことはあ
りません！

 ASSIGN TO MAIN MIX ボタン
少しライブでの作業を考えてみましょう。休
憩時間が近付きました。観客がざわざわとしな
いようにスムーズにCDをプレイバックしたいと
しましょう。「しまった、CDプレイヤーをTAPE
インプットに接続してあるんだ。メインアウト
プットに音が流れない！」なんて思うかもしれま
せん。でも大丈夫。このボタンを押してくださ
い。そしてSOURCEマトリクスで、CONTROL
ROOM / SUBMIXノブを調整します。別のチャン
ネルが用意されていたかのようにMAIN MIXに音
が流れます。
もう1つの便利な点は、ALT 3-4ミックスを
MAIN MIX のサブアウトとして使用できるとい
うことです。この場合もCONTROL ROOM /
SUBMIXノブでレベルを調整します。
さらに、このボタンを作動させてソロに設定
されたチャンネルをMAIN MIXに送ることも可能
です。これこそあなたが最後に欲しがる機能か
もしれません。また、SOURCEマトリクスで
MAIN MIXを選択している場合に、ASSIGN TO
MAINボ タ ン を 使 用 す る と MAIN MIXか ら
SOURCEマトリクスへの接続が中断され、
フィードバックを防止します。でも地球人なら
MAIN MIXをMAIN MIXにアサインしたいと思うこ
とはありませんよね？
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 AUX 1 SELECT ボタン
（MON/PREまたはPOST）
AUXセンドは、ミックスにエフェクトを加え
るだけに使用されるものではありません。もう1
つ、ミュージシャンが自分の演奏を快適にモニ
ターすることができるようにキューミックスを
ステージモニターに送る、という重要な用途が
あります。AUX SEND 1は両方の用途に使用する
ことが可能です。このスイッチによって使い分
けます。
AUX 1 SELECTスイッチをアップ（押し込まれ
てない状態）にすると、AUX SEND 1はチャンネ
ル信号をGAINの前、そしてMUTE / ALT 3-4の前
で分岐します。従って、これらのコントロール
の設定に関わらず、AUX SENDにチャンネルの
信号が供給されます。ステージモニターの設置
に求められる機能です。EQ設定はすべてのAUX
SENDに影響を及ぼします。
スイッチを押し込むと、AUX SEND 1は通常の

エフェクトセンド（ポストGAIN、ポストMUTE /
ALT 3-4）となります。ウェットの信号レベルを
ドライの信号レベルに合わせるために必要な機
能です。

 AUX 1 MASTER ノブ
AUX 1 MASTERノブは、AUX SEND 1アウト
プットに信号が送られる直前で、AUX SEND 1の
全体的レベルをコントロールします（AUX SEND
2にこのコントロールはありません）。ノブが左
に振り切るとオフ、中央でユニティーゲイン、
左に振り切ると10dBのゲインとなっています。
他のいくつかのコントロール同様、追加ゲイン
は必要ないかもしれませんが、何かのときに
「やっぱりMackieにしてよかった！」と思うかも
しれません。
ボーカリストがあなたを見ながらステージモ
ニターを指してから親指を立てたとき、このノ
ブを右に回しましょう（親指が下を向いていたら
左に回しますが、そういうことは滅多にありま
せん！）。

 AUX について
はじめに説明すべきことが
あります。AUX SEND 1（ある
いは2）とAUX RETURN 1（ある
いは2）は別個のものとお考え

ください。数字は同じですが、1で送ったものを
1で戻さなければならない、ということはありま
せん。
SENDはアウトプットです。RETURNはイン
プットです。AUXノブ はチャンネルの信号を
分岐してAUX SENDアウトプット に送りま
す。AUX 1の信号は、まずAUX 1 MASTERノブに
送られ、その後AUX SEND 1アウトプットに送ら
れます。AUX 2の信号は直接AUX SEND 2アウト
プットに送られます。
これらのアウトプットからリバーブなどの外
部デバイスに信号が供給されます。そして外部
デバイスからの信号は、AUX RETURN端子 を
通じてミキサーに戻ります。戻った信号はAUX
RETURNレベルコントロールを経由し、最後に
MAIN MIXに送られます。
つまり、オリジナルの「ドライ」なサウンド

は、チャンネルからMAIN MIXに送られ、エフェ
クト処理を施された「ウエット」なサウンドは
AUX RETURNからMAIN MIXに送られます。ドラ
イとウエットがミックスされることによって素
晴らしいサウンドを生み出します。さて、この
知識とともにさらなるAUXの世界を眺めてみま
しょう！
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 AUX RETURN ノブ
この2つのノブはSTEREO AUX RETURNイン
プット1と2 で受信したエフェクトの全体的な
レベルを調整します。幅広いレンジのシグナル
レベルを扱えるように設計されています（オフか
らユニティーゲイン、20dBまで）。低レベルのエ
フェクトをも補正することができるようになっ
ています。
通常、このノブは中央のツメに設定し、エ
フェクト側の出力をそれらのユニティーゲイン
（デバイスのマニュアルをご参照ください）に調
整します。音量が大きすぎたり小さすぎたりす
る場合は、ミキサー側でなく、エフェクト側で
調整してください。 この方法でミキサーのノブ
を中央に設定するようにしてください。
AUX RETURNレベルコントロールを通過した
シグナルは、直接MAIN MIX に進みます（例外
が1つあります。次の段落をお読みください）。
AUX RETURNもインプットですが、MUTE / ALT
3-4スイッチがありません。従って、エフェクト
の出力シグナルをALT 3-4ミックスに送る場合
は、それらをステレオチャンネル のどれかに
接続し、そのチャンネルのMUTE / ALT 3-4スイッ
チをアクティブにする必要があります。

 EFX TO MONITOR ボタン
この優れたアイデア、EFX TO MONITOR機能

は、ステージモニターにリバーブやディレイを
加える場合に使用するものです。その仕組み自
体はとてもシンプルですが、使用法については
少し説明が必要です。
このボタンがアップの状態である場合、AUX
RETURN 1と2は通常に動作します。すなわち、
双方のAUX RETURNで受信する信号はMAIN MIX
へと送られます。ボタンを押し込むと、AUX
RETURN 1は通常に動作しますが、AUX RE-
TURN 2はMAIN MIXではなく、AUX SEND 1 に
信号を送ります。
どうでしょう？この機能を理解して頂けたで
しょうか？この機能がアクティブであるとき、
AUX RETURN 1の信号はMAIN MIXへ、AUX RE-
TURN 2の信号はAUX SEND 1へと送られるので
す。さて次に、エフェクトをMAIN MIXとAUX
SEND 1に使用したいのにデバイスが1台しかな
い場合を考えてみましょう。ここで「ジャック
ノーマリング」の登場です。

 ジャックノーマリング
シカゴカブス球団のJack Normalling（内野手、

1952-61通算打率2.67）ではありません！ジャック
ノーマリングは多くのミキサー、キーボード、
エフェクトに採用されているジャックの仕組み
です。この端子（メス）は特殊なバネ仕掛けのピ
ンを持ち、普段はシグナルのピンと接続してい
ますが、端子（オス）を差し込まれると、その接
続が切断されるようになっています。
この仕組みは様々な用途に用いられていま
す。よく見られるLEFT（MONO）もその1つで
す。LEFTに接続された端子の信号は、RIGHTに
端子が差し込まれない限り、RIGHTインプット
にも供給されます。RIGHTに端子を差し込むと
その接続は切断されます。これがジャックノー
マリングです。
さて、この仕組みとEFX TO MONITORスイッ
チはどのように関係しているのでしょうか？
AUX RETURN 1インプットは、この仕組みで普
段AUX RETURN 2に接続されています。デバイ
スが1つしかないのなら、それをAUX RETURN 1
に接続してください。AUX RETURN 2には何も
接続しないでください。AUX RETURN 1で受信
する信号はすべてAUX RETURN 2にも送られま
す。
ここでEFX TO MONITORを機能させると、
AUX RETURN 2ノブは、AUX RETURN 1 で受
信する信号をAUX SEND 1に送るノブとなりま
す。AUX RETURN 1は通常の動作をしていま
す。ちょっとしたトリックですが、この仕組み
をよく覚えておきましょう！

おめでとうございます！これであなたは1202-
VLZ PROの全機能を制覇しました！今こそあな
たの1202-VLZ PROをホットに目覚めさせる時で
す。マニュアルにはまだ技術的な説明が残って
います。必要に応じてお読みください。
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1202-VLZ PROは、多くの人にそのまま使用し
て頂けるように設計されています。けれども特
殊な状況があるかもしれません。3つの内部接続
の変更が可能です。ハンダ付けに慣れた方には
さほど難しくはありませんが、そうでない方は
技術者にお任せください。ここは勉強の場では
ありません。

･ 変更A：ポストフェーダー、ポストミュート
であるAUX SEND 2をプリフェーダー、プリ
ミュートに変更します。

･ 変更B：MUTE / ALTスイッチの状態に関わら
ず、AUX SEND 1（ポストモード）そしてAUX
SEND 2がシグナルを受信するようにしま
す。ポストフェーダー（ポストGAINノブ）で
あることに変わりはありません。

･ 変更C：SOURCEマトリクスでMAIN MIXを
選択した場合に、MAIN MIXレベルコント
ロールの後ろ（ポスト）ではなく、前（プリ）で
ステレオシグナルを送るようにします。

警告
ご注意ください。この手引きは適任者を対象

にしています。電気ショックを回避するため、
適任でない方はヒューズを交換する以外の作業
は行わないでください。修理、変更は技術者に
お任せください。

免責条項
Mackie Designs製品の変更は、能力のある電気
技師によって行われなければなりません。
Mackie Designsは、このインストラクションに
従ったかどうか、実行した技術者が適任であっ
たかどうかに関わらず、改造によって発生した
いかなる損傷、事故に一切の責任を負いませ
ん。また、そのような損傷が発生した場合、保
証期間中であってもその対象とはなりません。
ご注意ください。

ジャンパーについて
ジャンパーの取り付けでは、ジャンパーの端
を回路基盤の穴に通すことはおやめください。
目的のパッド（平らな銀色の部分、中央に穴があ
る場合もあります）に対して平らにハンダ付けし
てください。平らなワイヤーの端がパッドをは
みださないようにしてください。

#1：プリフェーダー変更
（AUXのMONITOR送り）

この変更は、AUX SEND 2をプリフェーダー、
プリミュートにします（フェーダーはチャンネル
のGAINノブを意味し、ミュートはチャンネルの
MUTE / ALT 3-4スイッチを意味します）。ミキ
サー全体をその仕様にするためには、チャンネ
ルごとの作業が必要です。ステレオチャンネル5-
12に対しては少し複雑です。作業する場所は基
盤の裏側、AUX SENDノブの側にあります。

1. 接続されているすべてのケーブル（電源コー
ドを含む）を1202-VLZ PROから外します。

2. 乾いた安全な場所に、ミキサーを裏返しに置
いてください。

3. 底部のネジを取り外します。どのネジがどこ
のものか忘れないようにしてください。底部
カバーを外します。

4. ニッパーなどの工具で「A」地点のパターン
（チャンネル1-4）、そして「AL」と「AR」地点の
パターン（チャンネル5-12）を切断します。パ
ターンを完全に切断するように、そしてそば
のパターンを切断しないように注意深く作業
してください。

5. 「B」地点から四角いパッド「A」地点に（チャン
ネル1-4）、「BL」地点から「AL」地点そして
「BR」地点から「AR」地点に（チャンネル5-12）
ジャンパーを取り付けます。

6. すべてのチャンネルに対して行います。

7. 作業をよく点検し、カバーを元に戻します。
以上で終了です。

     仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更

#1: プリフェーダー変更

ジャンパー� ジャンパー� ジャンパー� ジャンパー� ジャンパー�

カット�カット�カット�カット�カット�カット�
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#2：プリミュート変更

MUTE / ALT 3-4スイッチの状態に関わらず、
AUX SEND 1（ポストモード）とAUX SEND 2がシ
グナルを受信するように変更します。ポスト
フェーダー（GAINノブ）であることに変わりはあ
りません。ミキサー全体をその仕様にするため
には、チャンネルごとの作業が必要です。ステ
レオチャンネル5-12に対しては少し複雑です。
作業する場所は基盤の裏側、 チャンネルの
MUTE / ALT 3-4スイッチの側にあります。

1. 接続されているすべてのケーブル（電源コー
ドを含む）を1202-VLZ PROから外します。

2. 乾いた安全な場所に、ミキサーを裏返しに置
いてください。

3. 底部のネジを取り外します。どのネジがどこ
のものか忘れないようにしてください。底部
カバーを外します。

4. ニッパーなどの工具で「C」地点のパターン
（チャンネル1-4）、そして「CL」と「CR」地点の
パターン（チャンネル5-12）を切断します。パ
ターンを完全に切断するように、そしてそば
のパターンを切断しないように注意深く作業
してください。

5. 各MUTE / ALT 3-4スイッチの下部を構成する
12本のピンを探してください。

6. 以下の図のようにジャンパーを設置します。
基盤にはマークはついていません。注意して
ください。

7. すべてのチャンネルに対して作業を行いま
す。

8. 作業をよく点検し、カバーを元に戻します。
以上で終了です。

#2: プリミュート変更

ハンダ�変更後�

穴�

ジャンパー�
変更前�

ジャンパー�

カット カット�

ジャンパー�

ジャンパー�

カット�カット�

ジャンパー�

チャンネル 1-4

チャンネル5-12
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#3： MAIN MIX SOURCE 変更

この変更は、SOURCEマトリクスでMAIN MIX
を選択した場合に、MAIN MIXレベルコントロー
ルの後ろ（ポスト）ではなく、前（プリ）でステレ
オシグナルを送るようにします。 ライブでは、
エンジニアがヘッドフォンの音量はそのまま
で、MAIN MIX（会場のシステムに送られている）
レベルをコントロールすることができるように
なります。作業を行うのは回路の下部、MAIN
MIXレベルコントロールの側になります。

注意：この変更を行うと、メーターもプリ
MAIN MIXのレベルを表示するようになります。
メインアウトプットでのレベルは表示されなく
なります。SOURCEでMAIN MIXが選択された場
合、PHONESそしてCONTROL ROOMアウト
プットでのレベルが表示されます。

1. 接続されているすべてのケーブル（電源コー
ドを含む）を1202-VLZ PROから外します。

2. 乾いた安全な場所に、ミキサーを裏返しに置
いてください。

3. 底部のネジを取り外します。どのネジがどこ
のものか忘れないようにしてください。底部
カバーを外します。

4. ニッパーなどの工具で、「XL」と「XR」地点の
パターンを切断します。パターンを完全に切
断するように、そしてそばのパターンを切断
しないように注意深く作業してください。

5. 「YL」地点から四角いパッド「XL」地点に、そ
して「YR」地点から四角いパッド「XR」地点に
ジャンパーを取り付けます。

6. 作業をよく点検し、カバーを元に戻します。
以上で終了です。

#3：Main Mix Source 変更

ジャンパー�

カット�
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     製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様

Main Mixノイズ
20Hz～20kHz バンドウイズ、1/4インチ Main out、
チャンネル1～4（Trimノブ"U"）、チャンネルEQ
フラット、全チャンネルをMain Mixにアサイン、
チャンネル1と3のPan左、2と4のパン右。

Main Mixノブ、chan Gainノブ"-∞": -100dBu
Main Mixノブ"U"、chan Gainノブ"-∞": -86.5dBu

（90dB SN比、基準 +4dBu）
Main Mix ノブ"U"、chan Gainノブ"U": -84.5dBu

全高調波歪率（THD）
1kHz @ +14dBu、20Hz～20kHz

Mic pre @ insert : 0.0007%

アッテネーション（クロストーク）
1kHz （0dBu）、20Hz～20kHz バンド幅、
ラインイン、1/4インチ Main out、Trimノブ"U"

Main Mixノブ"-∞": -85dBu
chan Alt / Mute スイッチオン: -84dBu
chan Gainノブ"-∞": -83dBu

周波数特性
すべてのインプットからすべてのアウトプット

20Hz～60kHz: +0dB / -1dB
20Hz～100kHz: +0dB / -3dB

入力換算雑音（EIN）
MicインからInsert Send out、最大ゲイン

150Ωターミーネーション: -129.5dBm unweighted

同相成分除去比 （CMR）
MicインからInsert Send out、最大ゲイン

1kHz:  90dB以上

最大レベル
Micイン: +22dBu
Tapeイン: +16dBu
他のインプット: +22dBu
Main Mix XLRアウト: +28dBu
他のアウトプット: +22dBu

インピーダンス
Micイン: 1.3 キロΩ
チャンネルInsertリターン: 2.5 キロΩ
他のインプット: 10 キロΩ以上
Tapeアウト: 1.1 キロΩ
他のアウトプット: 120 Ω

EQ
ハイシェルビング: ±15db @ 12kHz
ミッドピーク: ±12dB @ 2.5kHz
ローシェルビング: ±15db @ 80Hz

消費電力
100VAC、50/60Hz、25ワット

重量
3 kg

寸法
300mm×284mm×66mm

Mackie Designsは、新しく改良された材料や
部品、製造過程を取り入れることにより、常
に製品をより良いものとする努力をしていま
す。そのためこれらの仕様は予告なしに変更
されることがあります。
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     サササササポポポポポーーーーートトトトト情情情情情報報報報報

保証サービスについての詳細は、ミキサーに
付属の保証カードに記載されています。紛失し
た場合はお知らせください。
1202-VLZ PROに異常があると思われた場合に
は、修理を依頼される前にできるだけのチェッ
クを行ってください。ちょっとしたことが原因
で故障ではない場合もあり得ます。修理に出さ
ずに済むかもしれません。
修理のためにサービスセンターに戻って来た
製品（本当に少数ですが）の内、約半分に異常は
認められませんでした。これはミキサー以外の
場所で問題があったことを意味しています。是
非、以下のチェックリストをご参照ください。

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

チャンネル
･ MUTE / ALT 3-4スイッチは正しい位置にあり
ますか？

･ GAINノブが左に振り切っていませんか？

･ INSERT端子を抜いてみてください（チャンネ
ル1-4のみ）。

･ 同じソース信号を他のチャンネルに接続して
みてください。異常があると思われるチャン
ネルと同じに設定してください。

アウトプット

･ 関連するノブが左に振り切っていませんか？
･ MAIN OUTのどれかに問題があると思われる
場合は他のすべての端子を外してみてくださ
い。例えば、 1/4インチMAIN OUT Lであるな
ら、RCAとXLRの左アウトプットを外してく
ださい。もし問題が解決したのであればミキ
サーに異常はありません。

･ ステレオのペアに異常が見られる場合、左右
のコードを入れ替えてみてください。症状の
側が入れ替わらなければ、ミキサー外に問題
があることになります。

ノイズ

･ チャンネルGAINとAUX RETURNノブを1つ
ずつ左に絞ってください。ノイズが消えれば
問題はそのチャンネルまたは接続されたもの
にあります。接続を外してみてください。ノ
イズが消えれば原因はその接続にあります。

電源

･ 電源コードは繋がっていますよね！
･ ヒューズ を調べてみてください。

修理
日本仕様の1202-VLZ PROの修理は、Mackie

Designsもしくは提携サービスセンターにて行っ
ています。日本以外にお住まいの方は、以下の
点もお調べの上、お買い求め店にご連絡くださ
い。

1. 前述のチェック項目をご確認ください。

2. テクニカルサポートもご利用ください（日本
語、Support.Japan@mackie.com）。シリアル番
号をご用意ください。問題を説明し、RA
（Return Authorization）番号を要求してくださ
い。この番号がないと配送をお断りする場合
があります。

3. 電源コードやマニュアルはどこかに保管して
ください。ミキサー以外のものの返却には責
任を負いかねます。

4. オリジナルの箱にミキサーを梱包します。付
属発泡スチロールを必ずお使いください。こ
のことは非常に重要です。オリジナルの箱が
必要な場合は、テクニカルサポートにお知ら
せください。オリジナルの箱以外での配送に
よる損傷の一切の責任は負えません。

5. お名前、ご住所（P.O. box不可）、電話番号RA
番号、問題の詳細とその再現方法を添えてく
ださい。

6. RA番号を箱の上面に大きく書いてくださ
い。

7. ミキサーをテクニカルサポートから連絡され
たサービスセンターの住所にお送りくださ
い。保険を掛けることをお勧めします。
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この用語集にはサウンドミキシングやレコー
ディングに使用されるオーディオ、エレクトロ
ニクス専門用語が多数収められています。多く
の用語は他の意味やニュアンスを持っていた
り、あるいはとても厳密に定義されていたりし
ますが、ここですべてを説明することはできま
せん。それらについては適切な専門書をご参照
ください。英書では以下のものをお勧めしま
す。

The Audio Dictionary　 Glenn White著
Tech Terms　 Peterson、Oppenheimer共著
Handbook for Sound Engineers 　Glen Ballou著
Mackie Mixer Book 　Rudy Trubitt著
Sound Reinforcement Handbook　 Gary Davis著

AFL
アフターフェーダーリッスンの略。ポスト
フェーダーソロ機能を意味します。

AUX（auxiliary）
ミキシングでは基本システムの能力に付加
される補助機器や機能を意味します。例え
ば、シリアル接続のプロセッサー（イコライ
ザー、コンプレッサー､ リミッター、ゲートな
ど）やパラレル接続のプロセッサー（リバー
ブ、ディレイなど）があります。ほとんどのミ
キサーには、これらの機器を接続するための
AUXバスとAUXリターンインプットが備えら
れています。

EIN
入力換算雑音。所定のプリアンプの出力ノ
イズを獲得するために必要な電圧を計測する
ことによって、ゲインステージの「静かさ」の
指標とします。一般的には-125から-129.5 dBm
の値です。

EQ
「イコライザー」を参照してください。

EQカーブ（EQ curve）
イコライザーの反応を示すグラフ。Ｘ軸（水
平）に周波数、Ｙ軸（垂直）に増幅（レベル）を用
います。イコライザーの種類と効果はこのグ
ラフの形によってピーク、ディップ、シェル
ビング、ノッチ、ニーなどに分類されていま
す。

FOH
Front Of Houseの省略形。「ハウス」、「メイン

ハウススピーカー」を参照してください。

Hz
「ヘルツ」を参照してください。

PFL
プリフェーダーリッスンの略です。放送局
においてはキューと呼ばれることもありま
す。サウンドスタジオではフェーダーを下げ
てもソロで聞ける機能を意味します。

Q
フィルターやイコライザーセクションでの
バンド幅を意味します。Qが75に設定された
EQは広くなだらかな、 Qが10に設定されたEQ
は狭く集中した反応曲線を描きます。Qの値を
計算するには、そのEQの中心周波数と、上下
の端がそれを3 dB下回るポイントの周波数を知
ることが必要です。Qは、中心周波数の値を上
下（各-3dB）のポイントの差で割ったものに等
しくなります。例えば、ピークEQの中心が
10kHzであって上下（各-3dB）のポイントがそれ
ぞれ7.5kHzと12.5kHzであるとき、Qは2となり
ます。

RCAフォノジャック、RCAジャッ
ク、フォノジャック（RCA phono
jack,RCA jack,phono jack）
RCAフォノジャックは、RCAが販売した安
価なコネクタ（メス）であり、もともとは蓄音
機をラジオ受信機やフォノアンプに接続する
のに用いられました。フォノジャックは一般
ステレオやビデオ機器には幅広く用いられま
したが（現在においても）、プロフェッショナ
ルなサウンド機器からは少しずつ消えていき
ました。その後フォノジャックは初期スタジ
オマルチトラックレコーダーで復活を果たし
（残念なことに）、再び使用されるようになり
ました。あまりにも多くのステレオレコー
ダーがこの端子であるので、Mackieもこの端
子を1つ設置することを決断しました。が、間
違えないでください。一般的にフォノジャッ
ク（プラグ）が好まれるのは、それが安価であ
るからです。

RCAフォノプラグ
（RCA phono plug）
RCAフォノジャックのオス。上記を参照し
てください。

RMS
Root Mean Square（二乗平均）の略。交流電圧
とオーディオシグナル電圧を計測する伝統的
な方法です。ほとんどのAC電圧計にはRMSを
読むための目盛りがあります。他にも平均電
圧、ピーク電圧、ピークトゥピークなどの計
測が一般的です。

付録付録付録付録付録 A A A A A：：：：：用用用用用語語語語語集集集集集
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SR
Sound Reinforcement（サウンド強化）の略。ア

コースティックからエレクトリックサウン
ド、演奏からスピーチまで、大勢の聴衆がク
リアに鑑賞することができるように、サウン
ドを増幅するシステムを意味します。しかし
ながら、ポピュラーミュージックでは観客が
興奮したり、気絶したり、時には一部の人を
難聴にしたりすることもあります！PA （Public
Address）と本質的に同じです。

TRS
「チップ、リング、スリーブ」の略語。単一
のプラグ（ジャック）で3つの導線を接続する方
式。TRSは、1/4インチフォンプラグ（ジャック）
と1/8インチミニフォンプラグ（ジャック）によ
く見られる配線です。TRSコネクタは2つのシ
グナルと共通グラウンドを扱うことができる
ので、ステレオまたはバランスプラグ（ジャッ
ク）とも呼ばれます。もう1つTRSによく見られ
る使用法があります。1本のケーブルでシグナ
ルの経路に外部インサートプロセッサーを差
し込むことです。Mackieのミキサーでは、
チップがセンド、リングがリターン、スリー
ブがグラウンドになっています。

TS
「チップ、スリーブ」の略語。単一のプラグ
（ジャック）で2つの導線を接続する方式。TS
は、1/4インチフォンプラグ（ジャック）と1/8イン
チミニフォンプラグ（ジャック）によく見られ
る配線です。モノまたはアンバランスプラグ
（ジャック）とも呼ばれます。1/4インチフォンプ
ラグ（ジャック）は標準プラグ（ジャック）とも
呼ばれます。

VLZ
Very Low Impedanceの省略形。インピーダン
スはオームによって計測されます。オームは
ギリシャ語の最後のアルファベットΩで表さ
れます。これがVLIではなくVLZの理由です！
VLZは、Mackieのミキシングボードのノイズ
レベルが根本的に低いという特長に大きく貢
献しています。熱ノイズはすべての回路に存
在するものです。一般的にその原因としてト
ランジスタと抵抗が疑われています。そして
インピーダンスが高くなるほどノイズが多く
なるというのが、熱ノイズの基本的法則で
す。MackieのVLZ設計によるミキサーは至る
所の内部インピーダンスを、可能な限り下げ
ることによって熱ノイズの発生を抑えていま
す。抵抗値をファクター3から4までにスケー
ルダウンすることで実現したVLZは、 熱ノイ
ズもそれだけ低減しています。特にミキサー
のバスで効果をあげています。

VRMS
「RMS」を参照してください。

XLRコネクタ（XLR connector）
「Cannon」を参照してください。

dB
「デシベル」を参照してください。

dBV
電子回路におけるオーディオシグナルの計
測に用いられる単位で、インピーダンスに関
わりなく1 VRMS に対するデシベルで表されま
す。一般消費者向けの機器に用いられること
の多い単位です。dBVをdBuに変換するために
は2.2dBを足してください。

dBm
デシベルとミリワットの複合の単位で、電
子回路におけるオーディオシグナルの計測に
用いられます。「dBm」の「m」はミリワットを意
味しています。600Ωのインピーダンス回路で
は、この基準値（0 dBm）は0.775 VRMSの電圧に
相当します（0.775Vは600Ωの負荷に1mWを生
じます）。

dBu
電子回路におけるオーディオシグナルの計
測に用いられる単位で、インピーダンスに関
わりなく0.775 VRMS に対するデシベルで表さ
れます。新しいオーディオシステムでよく用
いられるシグナルレベルの単位です。

dBv
dBuに等しい計測単位ですが、現在は使用さ
れていません。dBvとdBV（上の項目参照）はよ
く間違えられますが、同じものではありませ
ん。

アサイン（assign）
サウンドのミキシングでは、ある信号を特
定の信号に接続したり、信号経路の組み合わ
せを選択することを意味します。

アッテネート（attenuate）
シグナルを減衰またはサウンドを静かにす
ること。
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アンバランス（unbalanced）
2つの芯線がグラウンドに対してつり合って
いない電子回路。通常片方の芯線はグラウン
ド電位に固定されています。アンバランス接
続に必要な導線は2本（シグナルすなわちホッ
ト、そしてグラウンド）だけです。アンバラン
ス接続は比較的安価ですが、特定の状況では
ノイズが浸入しやすいという問題もありま
す。

イコライザー（equalizer）
イコライザー（EQ）は回路の周波数特性を変

化させることを目的としたものです。すでに
存在するイコール（フラット）でない反応を補
正したり（このためイコライザーと呼ばれま
す）、サウンドを強調するために特定の周波数
のレベルを増減したり、必要のない成分を
カットして、オリジナルと異なる新しいサウ
ンドを生成します。
一般的ステレオのベース、トレブルもEQで
す。他にもパラメトリック、グラフィック、
ノッチフィルターなどのEQが存在します。
EQについては、よく周波数特性のグラフが
参照されます。フラットな反応（EQなし）は文
字通り水平直線を描きます。ピーク（山）、
ディップ（谷）、ノッチ（溝）、シェルビング（大
地、棚）のような種類があります。スロープは
グラフの傾斜角度を意味します。
グラフィックイコライザーには多数の周波
数コントロールスライダーが装備され、フロ
ントパネルにそのグラフ形を大まかに形成し
ます。パラメトリックEQでは複数のEQパラ
メータを素早く変更することが可能です。
フィルターは特定の周波数帯域を通過させる
一方で、その他を減少または排除する仕組み
になっています。
レベルコントロールを除けば、EQはおそら
く最もパワフルなものと言えるでしょう（もち
ろん電源スイッチは勘定に入れません！）。

インピーダンス（impedance）
電気回路での交流抵抗、キャパシタンス、
インダクタンス。オームによって計測されま
す。オーディオ回路（または他の交流回路）で
は、インピーダンスのオームが直流オーム
メーターによって計測される回路抵抗と大き
く異なることもあります。
回路におけるインピーダンスの関係を適切
に保つことは歪みとノイズの軽減にとても重
要な意味を持っています。Mackieのインプッ
ト、アウトプットのインピーダンスは様々な
主要オーディオ機器と良好に作動するように
調整されています。

インプットモジュール（input module）
1つのモジュールに1つのチャンネル。本当
のコンソールを組み立てる手段としてモジュ
ラー形式しかなかった時代から継承されたも
のです。「チャンネルストリップ」を参照して
ください。

ウエット（wet）
リバーブ、エコー、ディレイ、コーラスな
どのエフェクトを含んでいるサウンドを示し
ます。

エコー（echo）
壁や床などの表面による反響音。リバーブ
とエコーは同じような意味で使用されること
もありますが、オーディオ用語としては明確
に区別されるものです。言葉やノート、フ
レーズやサウンドの繰り返しが明らかに認識
されるのがエコーであり、反響が拡散して不
明瞭になり、連続的で滑らかに減少していく
のがリバーブです。ミキシングの段階でオリ
ジナルのサウンドを電子的または非電子的シ
ステム（それぞれ自然的エコーを模倣する装
置）に送り、ミキサーのインプットから戻し、
オリジナルと混ぜることによりエコーの効果
が達成されます。エコーが発生しやすい室内
をライブ、反響が吸収されてエコーが少ない
室内をデッドと呼んでいます。エコーのない
サウンドソースをドライ、エコーのかかった
ものをウェットと呼んでいます。

エフェクト機器（effects devices）
サウンドにエコーや残響音などの空間的要
素を加えたり、サウンドそのものを任意に変
化させることを目的とした外部音声信号処理
の機器。特定のインプットまたはサブグルー
プにインサートするもの（シリアル接続）、
AUXのリターン、センドを介して使用される
もの（パラレル接続）があります。「リバーブ」
も参照してください。

カージオイド（cardioid）
ハート形を意味します。サウンド関連では
指向性マイクロフォンの感度のパターン形を
示します。

キャノン（Cannon）
マイクをバランス接続する際に使用される3
ピンコネクタを世界に広めたメーカーの名称
です。通常、Cannon XLR-3マイクコネクタ、
またはその互換コネクタを意味します。

キュー（cueing）
放送局、舞台、ポストプロダクションなど
で、「キュー」という言葉が使われます。これ
は、レコードやCD、テープやSE（サウンドエ
フェクト）などのサウンドソースを開始する合
図を意味します。正しいポジションにいる
か、レベルやEQなどは適切か、などは前もっ
て確認しておく必要があります。そのために
は、外に流れることのない、エンジニアのみ
がチェックできる特別なモニター回路が必要
です。この回路はキューに深く関連してお
り、MackieのミキサーではPRE FADER SOLO
に相当します。
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近接効果（proximity effect）
多くのダイナミックマイクに見られる特性
です。音源とマイクの位置が近いとき（特に3
インチ以下）、低音のレスポンスを強調されま
す。一般的にシンガーは、風呂場で歌うこと
よりも、この効果の方を好みます！

クリッピング（clipping）
オーディオシグナルのピークがアンプリ
ファイアの許容レベルを超えるようなゲイン
が設定された場合に生じる深刻な歪み。これ
を回避するにはシステムのゲインまたは、ク
リッピングが生じている場所のゲインを下げ
てください。「ヘッドルーム」も参照してくだ
さい。

グラウンド（ground）
アースとも呼ばれます。回路またはシステ
ムにおいて0Vの地点と定義され、他の地点の
電圧測定の基準となります。グラウンド接続
は、機器のシャーシやコントロール部を0Vに
保ち、エラー電流に安全な経路を与えること
によって電子システムの安全性を計ることを
目的としています。これはセーフティーグラ
ウンドと呼ばれています。
セーフティーグラウンドの維持は電気
ショックの防止に欠かせません。メーカーの
指示に従い、正しい操作で安全なグラウンド
を確立してください。電源コードのグラウン
ドピンは絶対に破損させたり外したりしない
でください。
また、コンピュータやオーディオ機器で
は、小さな電流や電圧が回路にノイズを引き
起こし正常な動作を妨げることがあります。
安全のためだけではなく、このような状況で
も、グラウンドの設置はノイズの侵入や拡散
を最小限にとどめるのに役立ちます。これは
テクニカルグラウンドと呼ばれます。
高品質なオーディオ機器は、良質のテクニ
カルグラウンドを保持し、また良質のセーフ
ティーグラウンドによって安全な操作が行え
るように設計されています。テクニカルグラ
ウンドの問題でシステムにノイズが生じた場
合、マニュアルで配線に関する注意をチェッ
クするかサポートに連絡してください。ノイ
ズ問題を解決するためにセーフティーグラウ
ンドを犠牲にするようなことは絶対にしない
でください。

グラウンドループ（ground loop）
オーディオシステムのテクニカルグラウン
ドとセーフティーグラウンドが複数の場所で
接続しているとグラウンドにループが発生し
ます。小さな電流はループ内を飛び回ること
が可能となり、オーディオシステムにハムノ
イズをもたらす場合があります。グラウンド
ループの問題でシステムにノイズが生じた場
合、マニュアルで配線に関する注意をチェッ
クするかサポートに連絡してください。ノイ
ズ問題を解決するためにセーフティーグラウ
ンドを犠牲にするようなことは絶対にしない
でください。

グラフィックイコライザー
（graphic EQ）
オーディオスペクトル全体を均等に分割し
た周波数帯域をカットまたはブーストするス
ライダーを持つイコライザー。理想的には各
スライダーの位置によって描かれるカーブが
そのまま周波数特性を表します。すなわち周
波数スペクトルにわたる各スライダーは、
ブーストまたはカットのレベルをグラフィカ
ルに示しています。

ゲイン（gain）
回路がシグナルをどれだけ増幅するかを示
します。10dBのラインアンプなど、入力レベ
ル対出力レベルの比率をdBで表すことが多い
ようです。

ゲインステージ（gain stage）
全体的システムまたは1つの機器の信号経路
における増幅のポイントです。システムの最
終レベルは複数のゲインステージによって決
定することがあります。

コーラス効果（chorusing）
デジタルディレイやリバーブなどの機器で
作り出される効果。サウンドに多様なディレ
イやピッチシフトを適用しています。信号を
左右に振り分け、ステレオ感を出すことが多
く、使い方によっては美しくもグロテスクに
もなり得ます。

コンソール（console）
サウンドミキサー。通常は卓とも呼ばれる
机より大きなものを指します。

コンデンサー（condenser）
 一般的にキャパシター（蓄電器）としても知
られる電子部品の名称。オーディオでは、コ
ンデンサーマイクロフォン（サウンドをピック
アップするために、マイクにコンデンサーを
内蔵）としても有名です。この種のマイクは内
蔵アンプを駆動し、キャパシターの充電を保
持するために電源が必要です。通常、内部の
バッテリーまたは外部（ミキシングコンソール
など）からのファンタム電源が電力を供給しま
す。

シェルビング（shelving）
イコライザーの周波数反応曲線の1つ。シェ
ルビングイコライザーの特性は、ある周波数
で上昇（下降）し始め、シェルビング周波数に
到達するまで上昇（下降）し続けます。シェル
ビング周波数ではカーブがフラットになり、
可聴範囲までその状態を保ちます。全体の
カーブは棚地のような形状をしています。一
般的ステレオのEQコントロールはほとんどこ
のタイプです。「ピーク」、「ディップ」を参照
してください。
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スイープEQ（sweep EQ）
スイープできる、すなわちいくつかのセク
ションの周波数を連続的に変化させることの
できるイコライザーです。

ステレオ（stereo）
信じようと信じまいと、ステレオという語
は立体を意味するギリシャ語から派生してい
ます！私達の考えるステレオまたは立体音響
とは、2つのまたはそれ以上のオーディオシグ
ナルによって、リスナーの周囲に連続的で空
間的なサウンドの場が広がるように見せかけ
ることを意味します。実際にはステレオは単
に2チャンネルであることが多いようです。

スラップまたはスラップバック
（slap, slapback）
1回のみのエコー。「エコー」を参照してくだ
さい。

センド（send）
メインの他にセカンドミックスを作成する
など、入力信号をどこかへ送ることを意味し
ます。モニター、ヘッドフォンモニター、エ
フェクト機器などに送るのが一般的です。
MackieミキサーではAuxセンドと呼ばれます。

ソロ（solo）
イタリア語で単独を意味します。オーディ
オミキサーのソロ回路は、エンジニアが個々
のチャンネルやバスなどを単独で、あるいは
組み合わせで聞くことを可能にします。

対称的バランス
（symmetrically balanced）
「バランス」を参照してください。

ダイナミック（dynamic）
磁場でコイルを移動させることにより電気
信号を発生するマイクロフォンをダイナミッ
クマイクと呼んでいます。このマイクは丈夫
で比較的安価で、そのパフォーマンスは高
く、外部からの電力を必要としません。

ダイナミックレンジ
（dynamic range）
最大値から最小値まで、システムが処理す
ることのできるサウンドのレベルの範囲。通
常ノイズフロアとピーククリッピングの比率
としてデシベルで表します。

ダブリング（doubling）
元の信号を20から50ミリセカンド遅らせた
信号とミックスすることにより得られるディ
レイ効果。慎重にダブリングを行うと、ダブ
ルトラッキング（同じ声や楽器を重ねて録音す
ること）をシミュレートすることが可能です。

チャンネル（channel）
オーディオ回路における1つの機能的な信号
経路。インプットチャンネル、アウトプット
チャンネル、レコーディングチャンネル、左
チャンネルなど。

チャンネルストリップ
（channel strip）
ミキサーのフロントパネル上に見える1つの
オーディオチャンネルの外見をこのように表
現します。通常縦長な列でいくつかのコント
ロールが並んでいます。

ツメ（detent）
ノブやスライダーの稼動範囲のあるポイン
トに設けられたクリックストップです。
Mackieのミキサーではユニティーゲインに用
いられています。

ディップ（dip）
ピークの反意語です。ディップはEQカーブ
における谷、または窪みを意味します。イコ
ライザーでディップを作成すると、ある周波
数帯域が減少します。

ディレイ（delay）
ディレイは通常、オーディオ信号をわずか
な時間だけ遅らせて繰り返すこと、またはそ
れを目的とした電子回路やエフェクト機器の
ことを指します。単に1回だけの短い繰り返し
や、コーラスやリバーブなどの複雑な効果を
併用した複数の長い繰り返しなどがありま
す。オリジナルのサウンドとミックスされる
ことにより、フェーズ、フランジャー、ダブ
リング、スラップ、スラップバック、エ
コー、コーラス、ホールリバーブなど、様々
な効果を生じます。オーディオ信号を遅らせ
ることは多くのエフェクトユニットの仕組み
に利用されています。

ディレイの再生成（regeneration）
または再循環。ディレイのアウトプットを
もう一度ディレイに戻すことによってディレ
イのディレイのディレイ・・・を生成する効
果。エフェクト機器のフロントパネルだけで
できる場合もあります。ミキサーでディレイ
のリターンを戻すという方法もあります。1つ
のアイデアですが、戻す量には注意が必要で
す。
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デシベル（dB）
dBとは、対数を用いて表される比率の単位
です。膨大な範囲の数値を単純化して表現す
ることが可能であり、数多くのオーディオシ
ステムのパラメータに用いられています。
1000V:1Vの比率は60dBと表されます。比率の
片方が一般的に認められた標準的な値、すな
わち0.775V、1V、1mwに一致する場合、その
比率は絶対的数値すなわち+4dBu、-10dBV、
0dBmに対するものとなります。

トリム（trim）
オーディオミキサーで、最初に増幅のゲイ
ンを調整する場所。現実的に音源から送られ
る様々な種類の入力信号を処理するために必
要な調整です。トリムの適切な設定は非常に
大切です。そのチャンネルの全体的ノイズ性
能を決定します。「マイクプリアンプ」を参照
してください。

ドライ（dry）
 リバーブやディレイ、コーラスなどのエ
フェクトを通さない元のサウンドを意味しま
す。ドライはウェットの反意語であり、エ
フェクトの影響を受けていないことを表しま
す。

ニー（knee）
イコライザーの反応曲線における鋭い屈曲
部分。ヒザに似ています。ダイナミックプロ
セッサーに対しても用いられることがありま
す。

ノイズ（noise）
何であれ、聞きたくないものです！ハムノ
イズ（ブーンという雑音）やヒスノイズ（シャー
という雑音）などです。クロストークやデジタ
ルハッシュ、あるいは近所から聞こえるステ
レオ？など、色々な場合があります。ホワイ
トノイズ、ピンクノイズ、ブラウンノイズ、
胆石を取って元気になったお義母さんの小
言？などもその一種です！

ノイズフロア（noise floor）
システムの残留ノイズレベル。優秀に設計
されたミキサーでは静かなヒスノイズとして
かすかに聞こえます。これはトランジスタの
接合部で電子が動き回ることによって生じる
熱ノイズです。ノイズフロアが低いほど、
ヘッドルームが高くなり、システムのダイナ
ミックレンジをさらに生かせます。

ハース効果（Haas effect）
音が左右の耳に到達するまでの時間は音の
方向認識に影響を与える、ということを利用
した音響心理的効果。左右の耳に同時に同じ
音量のサウンドが捉えられた場合、音源は真
正面にあると認識されます。片耳に届く音量
が同じであってもわずかに遅れた場合（0から5
ミリセカンド）、音源はもう一方の耳（最初に
聞こえた方）の側にあるように認識されます。

ハウス（house）
サウンド関係の語法では「ハウス」は、ホー
ル、ビル、アリーナ、芝居小屋、ライブハウ
スなどの個々の場所という意味で用いられま
す。ハウスエンジニア、ハウスミキサー、ハ
ウススピーカーなどの用法があります。

バス（bus）
3つ以上の回路が共有する電気的接続。ミキ
サー設計では、通常複数のインプットからミ
キシングアンプリファイアに信号を運びま
す。ちょうど街のバスが地域から仕事場に
人々を運ぶのに似ています。

バランス（balanced）
古典的バランス接続オーディオ回路では、
回路の2本の芯線（＋と－）は正確に等しいイン
ピーダンスだけ回路のグラウンドから遠ざけ
られています。加えて、各芯線は等しいレベ
ルのシグナルを運びますが、グラウンドに対
する極性は逆となっています。他にも、片方
の芯線のみがシグナルを運び、両方の芯線が
グラウンドに対して同じインピーダンス特性
を示すようなバランス回路もあります。バラ
ンスインプット回路は、回線に生じる同相成
分ノイズの除去に優れ、適切なグラウンドシ
ステム（グラウンドループなし）を容易に実現
します。通常は1/4インチTRSまたはXLRコネク
タを使用します。

バンド幅（bandwidth）
3dB以下のロスでデバイスを通過する周波数
の帯域幅で、ヘルツまたはオクターブの単位
で表されます。「Q」を参照してください。

パラメトリックEQ（parametric EQ）
各セクションに3つの主要パラメータ（すな
わちフリーケンシー、ゲイン、バンド幅）を備
えたフル装備のパラメトリックEQはとてもパ
ワフルです。それぞれのパラメータは、個別
的にそして連続的に（滑らかに）コントロール
することが可能です。ミドルクラスのパラメ
トリックEQは通常フリーケンシーとゲインの
みを備えています。フリーケンシーとゲイン
は自由に設定できますが、バンド幅を編集す
ることはできません。

パン、パンポット（pan, pan pot）
パンポットはpanoramic potentiometer（パノラ
マ分圧器）の略語です。モノラルのサウンド
ソースは、パンポットを調節することによっ
て左右のチャンネルでのボリュームが設定さ
れ、ステレオ定位が決まります（時間的に変化
させる効果も有効です）。サウンドが耳に届い
たとき、人間の脳は左右での音量の違い、時
間の遅れ、スペクトル、周囲のリバーブ感な
どをもとにステレオポジションを感知してい
ます。
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ピーク（peak）
ディップの反意語です。EQカーブにおける
丘の部分を意味します。イコライザーでピー
クを作るとその帯域がブーストされます。

ファンタム電源（phantom power）
コンデンサーマイク（あるいはいくつかの

ピックアップ装置）にサウンドミキサーから電
源を供給するシステムです。その電源は標準
マイクケーブルを通して運ばれ、通常のダイ
ナミックマイクからは見ることができないこ
とからファンタム（幻）の名が付きました。
Mackieのミキサーは、オンとオフ切り替え可
能な標準+48V交流電源を使用しています。高
品質のコンデンサーマイクの多くはこの+48V
ファンタム電源を用いるように設計されてい
ます。メーカーのマニュアルをご参照くださ
い。
一般的に、ファンタム電源は非コンデン
サー型マイクロフォン（特にダイナミックマイ
ク）に何の危害も加えません。けれどもアンバ
ランス型マイクや特定の機器（ワイアレスマイ
クの受信機など）、そしていくつかのリボンマ
イクはファンタム電源によってショートし、
深刻なダメージを受ける怖れもあります。
メーカーのマニュアルを確認し、注意を払っ
て使用してください。

フィルター（filter）
特定の周波数帯域を減少するシンプルなイ
コライザー。ローカットフィルター（通称ハイ
パスフィルター）は、設定されたカットオフフ
リーケンシー以下の周波数帯域を減少または
排除します。その他にもハイカット（通称ロー
パス）フィルター、中域を残し、低域と高域を
カットするバンドパスフィルター、狭い帯域
のみをカットするノッチフィルターなどがあ
ります。

フェージング（phasing）
オリジナルの信号が短いディレイ（0から10

ミリセカンドの遅れ）の信号とミックスされる
ことによって生じるディレイ効果。ディレイ
タイムはゆっくりと変化します。2つの信号が
組み合わされると時間とともに変化するドラ
マチックなコーム（くし型）フィルター効果が
生まれます。 フェージングは信号にスイーピ
ングコームフィルターを適用することによっ
て模倣されることもあります。くし型フィル
ターならあなたの裏ポケットにも潜んでいる
かもしれません！

フェーダー（fader）
オーディオレベルのコントロールの別名。
現在、この用語は回転式ノブではなく直線ス
ライダーのことを表すことが多いようです。

フォノジャック（phono jack）
「RCAフォノジャック」を参照してくださ
い。

フォノプラグ（phono plug）
「RCAフォノプラグ」を参照してください。

フォンジャック（phone jack）
何百もの端子にパッチコードが繋がれた昔
の電話交換機を見たことがありますか？これ
らがジャック（差込口）とプラグです。現在で
は楽器やオーディオ機器に幅広く使用されて
います。フォンジャックはメスのコネクタ
で、Mackieでは1/4インチ2コンダクタ（TS）と3
コンダクタ（TRS）を使用します。

フォンプラグ（phone plug）
上記フォンジャックの相手、オスのコネク
タです。

複合グラフ（family of curves）
特定のEQやEQセクションに可能なEQカー
ブ例を1つのチャートに示したもの。

フランジング（flanging）
フェージングの用語。デジタルディレイ機
器がまだ存在しない時代、2台のテープマシン
を同時に走らせた後、片方のリールフランジ
を指でこすって僅かに遅らせることによって
フェージング効果を作成していたことからこ
の言葉が生まれました。

フリーケンシー（frequency）
あることが一定期間に繰り返される数。
オーディオ回路における電気信号の波形パ
ターンは、一般的に1秒間におよそ20回から
20000回繰り返されます。この振動、そして振
動の組み合わせが音程、音質、倍音などのサ
ウンド形成の要素です。フリーケンシーの単
位にはヘルツ（Hz）が用いられます。1 Hzは毎
秒1回の繰り返しがあること（1秒で1周期）を意
味します。
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プリフェーダー（pre-fader）
AUXセンドの状態を説明する用語です。プ
リフェーダーとは、チャンネルフェーダーの
設定が影響しないように接続されている状態
を意味します。モニターの接続に典型的で
す。

ヘッドルーム（headroom）
オーディオシステムで基準となる操作レベ
ルとクリップするピークとの差。例えば基準
ラインレベルが+4dBu、最大出力レベルが
+22dBuで作動するミキサーのヘッドルームは
18dBになります。ヘッドルームが大きいほ
ど、ピークが高くなります。

ヘルツ（Hertz）
振動の周波数に対する単位。1ヘルツは毎秒
1周期であることを意味します。Hzと略記され
ます。KHzはキロヘルツと発音し、1000ヘルツ
に相当します。

ボリューム（volume）
オーディオシステムの電気的レベルまたは
サウンドレベル。これだけが売り物のバンド
もみかけます！

ポストフェーダー（post-fader）
AUXセンドの状態を説明する用語です。ポ
ストフェーダーとは、チャンネルフェーダー
の設定が反映されるように接続されている状
態を意味します。エフェクトとの接続に典型
的です。「プリフェーダー」を参照してくださ
い。

ポット（pot, potentiometer）
エレクトロニクスの用語では電位または電
圧を変化させる可変抵抗、オーディオ用語で
は回転ノブまたはスライダーを意味します。

マイクアンプ（mic amp）
「マイクプリアンプ」を参照してください。

マイクプリ（mic pre）
「マイクプリアンプ」を参照してください。

マイクプリアンプ（mic preamp）
マイクロフォンプリアンプリファイアの略
語。マイクからのとても低いレベルの信号（約-
50dBu）をラインレベル（約0dBu）に持ち上げる
ことを目的としています。多くの場合、個々
のソースレベルに適切なゲインを設定するた
めの、トリムコントロールと呼ばれるボ
リュームコントロールを備えています。ミッ
クスのノイズ対策やヘッドルームにとって、
このゲインを慎重に設定することは非常に重
要です。

マイクレベル（mic level）
マイクに特有の信号レベルです。一般的に
は-30dBu以下であり、まれにマイク以外から
も送られます。極度に静かなものでは-70dBu
以下の場合もあります。逆に、大きなレベル
のものも存在します。これはホットなマイク
レベルと呼ばれることもありますが、単に「大
きな音だな！」と叫んでも構いません。

マスター（master）
ミキサーの最終アウトプットを決定するコ
ントロールです。複数によって構成される場
合もあります。スライドフェーダーや回転ノ
ブなどの形状をしています。

マルチ（multi）
Multiple（並列）の略語。オーディオ用語でマ
ルチはパッチベイでのパラレル接続や、アウ
トプットを複数のインプットに分配するパッ
チコード接続（この場合はY字型ケーブルを使
用）を意味します。英語では「何故ボードすべ
てのインプットにフランジャーをマルチした
の？」などと動詞としても使用されています！

ミキサー（mixer）
様々なオーディオシグナルを共通のアウト
プットにまとめる電子機器。このミキサーで
はみんなにふるまう果実酒を作ることはでき
ません！

耳鳴り（tinnitus）
大音量にずっと耳をさらしていることに
よって生じるキーンという持続音。ボリュー
ムノブを乱用することによって耳の中に生じ
るブーン、リーン、ヒューというサウンド！

メイン（mains）
「メインハウススピーカー」を参照してくだ
さい。

メインハウススピーカー
（main house speakers）
サウンドシステムを強化するメインのラウ
ドスピーカーです。通常メインステージから
サウンドが流れるように設置されます。

モニター（monitor）
サウンド関係では、モニターは演奏者が自
分の演奏を聞くために必要とするスピーカー
（ヘッドフォン、イアフォン）を意味します。
またレコーディングスタジオでは、プロダク
ションのスタッフが作業中のサウンドを確認
するために使用するスピーカーをモニタース
ピーカーと呼びます。動物学ではスタジオに
生息し、レコーディングの最中スタッフを
じっと見つめている生物をモニタートカゲと
定義しています。危ないのでミキサーには近
づけないように注意してください！
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モノ（mono）
モノラルの短縮形です。

モノラル（monaural）
一方の耳に関係する言葉です。サウンドの
世界では、オーディオ情報をのせた信号が1つ
のチャンネルによって伝えられる場合にモノ
ラルと表現します。1本のマイクはモノピック
アップ、多数のマイクの出力を1つのチャンネ
ルにまとめたものをモノミックスなどと呼ん
でいます。モノシグナルは2つのスピーカーに
よって再生された場合にもモノラルです。1
チャンネルの情報しか含まれていません。け
れども複数のモノラルソースにパンを設定し
てステレオ（あるいは2チャンネル以上のシス
テム）ミックスとすることも可能です。ステレ
オ信号が左右で不均等に再生されるような場
合には、モノラル信号でチェックするとよい
でしょう。

ユニティーゲイン（unity gain）
回路やシステム内で、電圧ゲインを固定ま
たは統一するために設定されるゲインの位
置。ユニティーゲインに設定された回路で
は、シグナルは入力時と同じレベルで出力さ
れます。Mackieのミキサーでユニティーゲイ
ンを達成するには、すべてのコントロールを
「U」の位置に設定してください。Mackieのユニ
ティーゲインはベストのヘッドルームとノイ
ズ数値を保証します。

ラインレベル（line level）
一般的に-10dBuから+30dBuまでのレベルを

意味します。

リターン（return）
リバーブやエコーやその他のエフェクト機
器によって処理されたサウンドを戻すことを
目的とするミキサーのラインインプット。ミ
キサー内部の配線や操作方法にもよります
が、リターンを追加ラインインプットとして
使用することもできます。もちろんリバーブ
の返りをリターンではなく通常のチャンネル
に戻すことも自由です。

リバーブ（reverberation, reverb）
ソースであるサウンドが停止した後、その
場所に残る残響音。広いタイル張りの部屋で
手を叩いてみると簡単に体験することができ
ます。リバーブとエコーは同じような意味で
使用されることもありますが、オーディオ用
語としては明確に区別されるものです。反響
が拡散して不明瞭になり、連続的で滑らかに
減少していくのがリバーブであり、言葉や
ノート、フレーズやサウンドの繰り返しが明
らかに認識されるのがエコーです。ミキシン
グの段階でオリジナルのサウンドを電子的ま
たは非電子的システム（それぞれ自然的リバー
ブを模倣する装置）に送り、ミキサーのイン
プットから戻してオリジナルと混ぜることに
よりリバーブ効果が達成されます。リバーブ
が発生しやすい室内をライブ、反響が吸収さ
れてリバーブが少ない室内をデッドと呼んで
います。リバーブのないサウンドソースをド
ライ、リバーブのかかったものをウエットと
呼んでいます。

レベル（level）
信号の電圧、電力、強さ、ボリュームなど
の意味があります。オーディオシグナルはそ
のレベルによっていくつかに分類されていま
す。一般的には、マイクレベル（-40dB以下）、
インストゥルメントレベル（-20から-10dBu）、
ラインレベル（-10から+30dBu）があります。
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"XLR""XLR""XLR""XLR""XLR"コネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ
Mackieのミキサーは、すべてのマイクイン
プットに3-pin XLR（メス）コネクタを使用してい
ます。 ピン1はグラウンド（アース）にシールドさ
れ、ピン2はオーディオシグナルの「ハイ」（ホッ
トまたは正の極性）に、ピン3はオーディオシグ
ナルの「ロー」（コールドまたは負の極性）に接続
されています（図A）。これらすべては完全に権威
あるAES （Audio Engineering Society）の基準に合

致しています。
いわゆるマイ

クケーブルと呼
ばれるものの片
側、XLRタイプ
のオスのコネク
タを、ミキサーの
XLRジャック（メ
ス）に接続しま
す。

11111///// 44444インチインチインチインチインチ"TRS""TRS""TRS""TRS""TRS"
フォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャック

TRSは「チップ、
リング、スリー
ブ」の略語です。
この3つの接続に
よってステレオ1/4
インチまたはバラ
ンス型のフォン
ジャック（プラグ）

としての使用が可能です（図B）。TRSジャック
（プラグ）は色々な用途に用いられます。

･ ステレオヘッドフォン、まれにステレオマイ
クロフォンやステレオライン接続：この場
合、1/4インチTRSジャック（プラグ）のチップ
は左チャンネルに、リングは右チャンネル
に、スリーブはグラウンド（アース）に接続さ
れます。Mackieのミキサーは1プラグタイプ
のステレオマイクロフォンを直接接続するこ
とはできません。このようなマイクのステレ
オ信号には左右それぞれにコードを用意し、
2つのマイクプリアンプに接続してくださ
い。

ステレオマイクロフォン用のアダプタは自作
しても構いません。1/4インチTRSジャック
（メス）から2つのXLRプラグ（オス）へ分岐す
る「Y」字のケーブルを作成し、左右のチャン
ネルとして接続します。

･ モノバランス回路：バランス型コネクタとし
て使用する場合は、1/4インチTRSジャック
（プラグ）のチップをシグナルのハイ（ホット）
に、リングをシグナルのロー（コールド）に、
スリーブをグラウンド（アース）に接続しま
す。

･ アンバランス型センド＆リターン回路：この
場合も「Y」字型のケーブルとなります。1/4イ
ンチTRSジャック（プラグ）のチップをシグナ
ルのセンド（ミキサーからのアウトプット）
に、リングをリターン（ミキサーのインプッ
トに戻す）に、スリーブをグラウンド（アー
ス）に接続します。

11111///// 44444インチインチインチインチインチ"TS""TS ""TS ""TS ""TS "
フォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャック
TSは「チップ、スリーブ」の略語です。この2つ
の接続によってモノ1/4インチフォンジャック（プ
ラグ）としての使用が可能です（図C）。TSジャッ
ク（プラグ）も色々な用途に用いられますが常に
アンバランスです。チップはオーディオシグナ
ルに、スリーブはグラウンド（アース）に接続さ
れます。以下に例を挙げます：

･ アンバランス型マイクロフォン

･ エレクトリックギター、電子楽器

･ アンバランス型ラインレベル接続

スイッチ式スイッチ式スイッチ式スイッチ式スイッチ式     11111///// 44444インチインチインチインチインチ
フォンジャックフォンジャックフォンジャックフォンジャックフォンジャック
1/4インチフォンジャックにはスイッチを組み
入れることが可能です。このスイッチはプラグ
が差し込まれることによって作動し、例えば回
路のインサートループを開いたり、信号の入力
経路を変更したりします。Mackieのミキサーで
は、チャンネルインサートとバスインサートの
ジャック、インプットジャックとAUXリターン
にスイッチを組み入れています。また、何も差
し込まれていないラインレベルのインプットを
グラウンドするためにも、スイッチが使用され
ています。
通常、スイッチを作動させるためには、プラ
グを完全に差し込む必要があります。Mackieは
これを逆利用し、プラグを半分だけ差し込むと
いう条件のもとで、いくつかの回路に特殊な機
能を与えています。このセクション後半、
「Mackieの特殊接続」を参照してください。

図B: 1/4インチTRSプラグ
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図F

図E

"RCA"  "RCA"  "RCA"  "RCA"  "RCA"  プラグとジャックプラグとジャックプラグとジャックプラグとジャックプラグとジャック
RCAタイプのプラグ（フォノプラグとも呼ばれ
ます）とジャックは家庭用ステレオやビデオ機器
に多く用いられています。その他にも色々な用
途に使用されています（図D）。これらはアンバラ
ンスであり、電気的には1/4インチTSフォンプラ
グ（ジャック）と同じです（図C）。 中央のピンがシ
グナルで周囲の筒がグラウンド（アース）または
シールドです。

ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化
スタジオやステージやPAなどの状況では多く
の場合、様々な機器のインプットとアウトプッ
トにバランスとアンバランスが混在していま
す。一般的にこれは接続上の問題になることで
はありません。

･ バランスのアウトプットをアンバランスのイ
ンプットに接続する場合、シグナルのハイ
（ホット）同士が互いに接続していること、そ
してバランス側シグナルのロー（コールド）が
アンバランス側のインプットでグラウンド
（アース）に送られること、を確認してくださ
い。多くの場合、バランスのグラウンド
（アース）もアンバランス側のインプットでグ
ラウンド（アース）に接続されます。もしグラ
ウンドループの問題が発生したら、バランス
の端でこの接続を切断しておいてください。

･ アンバランスのアウトプットをバランスのイ
ンプットに接続する場合、シグナルのハイ
（ホット）同士が互いに接続していることを確
認してください。アンバランス側のグラウン
ド（アース）は、バランス側のインプットで
ロー（コールド）とグラウンド（アース）に接続
されるべきです。もしグラウンドループの問
題が発生したら、アンバランス側のグラウン
ド（アース）は、バランス側のインプットの
ロー（コールド）のみに接続し、インプットの
グラウンド（アース）には何も接続しないよう
にしてみてください。

機器を接続していく中で、特殊アダプタを用
意しなければならない場合もあるでしょう。例
えば、バランス型XLR（メス）をアンバランス型1/
4インチTSフォンプラグに接続する必要があるか
もしれません。

MACKIEMACKIEMACKIEMACKIEMACKIEの特殊接続の特殊接続の特殊接続の特殊接続の特殊接続
Mackieのジャックは、バランス、アンバラン
ス間の接続も配慮して設計されています。例え
ば、1/4インチTRSバランス型インプットに差し込
まれる1/4インチTS
プラグは、自動的
にインプットをア
ンバランスにして
正しい接続を行い
ます。これとは逆
に、1/4インチアンバランス型インプットに差し
込まれる1/4インチTRSプラグは、自動的にリング
（ローまたはコールド）をグラウンド（アース）に
結びつけます。

"TRS"センド＆リターンの
インサートジャック
単一端子によるインサートは、3芯の1/4インチ
TRSフォンを通じて行われます。これらはアンバ
ランスですが、1つのコネクタでミキサーアウト
プット（センド）とミキサーインプット（リター
ン）、両方の役割を果たします（図F）。
スリーブは双方の信号の共通グラウンド（アー
ス）です。ミキサーからのセンドはチップを通し
て外部機器に運ばれリングを通して戻ります。

インサートジャックを
センドとしてのみ使用
TS（モノ）1/4インチプラグを、Mackieのイン

サートジャックに半分だけ（最初にカチッと音が
するところまで）差し込んだ場合、プラグは
ジャックのスイッチを作動させないので回路の
インサートループは開きません。従ってチャン
ネルのシグナルに変化はありません。そのまま
ミキサー内を流れ続けます。
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Yコード（スプリットケーブル）

チップ�
(SEND)

リング (IN)

チップ (OUT)

リング �
(RETURN)

ミキサーの�
チャンネルインサートへ�

リング (RETURN)

チップ (SEND)

エフェクト機器の�
インプットへ�

�

エフェクト機器の�
アウトプットから�

�

Yコード（インサートケーブル）

この仕組みは通常の操作を妨げることなく、
その場からチャンネルまたはバスのシグナルを
外部に供給することを可能にしています。
TS（モノ）1/4インチプラグを完全に（2回目のカ

チッという音がするところまで）押し込んだ場
合、ジャックスイッチが開いていわゆるダイレ
クトアウトの状態となります。このとき、ミキ
サーの内部ではそのチャンネルのシグナルは遮
断されます（図E）。

注意： ミキサーが出力して
いる信号をオーバーロード
またはショートさせないで
ください。内部信号にも影
響を及ぼします。

ステレオインプットとリターン：
モノ、ステレオ、その他
ステレオラインインプットそしてステレオ
AUXリターンは、Mackieの理念（今考えたのです
が・・）を示すよい例です。その理念とは「最大
の自由と最小の頭痛」すなわち「最小の手間で最
大の効果を」です！ジャックの使用法によりイン
プットとリターンは自動的にモノあるいはステ
レオに切り替わります。その仕組みを説明しま
しょう。
モノシグナルは、LEFT (MONO) と記されたイ

ンプットまたはリターンジャックに接続しま
す。そのシグナルは左右両方に送られ、アサイ
ンされたバスのステレオペアの中央に現れま

す。バランスコントロールで「パンを振る」こと
も可能です。
2つのプラグによるステレオシグナルは、それ
ぞれをLEFT (MONO)そしてRIGHTインプットま
たはリターンジャックに接続します。この場合
にはRIGHTジャックのジャックスイッチが上記
モノ機能をオフにするのでシグナルはステレオ
として現れます。
RIGHTジャックに接続されたモノシグナルは
右のバスにしか現れません。特別なイベント（結
婚式、宗教の儀式、政治家の誕生日パーティー
など）にのみ、うってつけの洗練されたテクニッ
クです！

マルチとマルチとマルチとマルチとマルチとYYYYY字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ
マルチまたはY字型コネクタは、パラレル接続
によって1つのアウトプットを複数のインプット
に分配することを可能にします。アンバラン
ス、バランス、両方の回路のアウトプットでY字
型もしくはマルチの接続が可能です。

注意：マルチまたはY字型コ
ネクタが使用できるのは、1
つのアウトプットから複数
のインプットへの接続だけ
です。複数のアウトプット
を1つのインプットにまとめ
るにはミキサーを使用しな
ければなりません。
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付録付録付録付録付録 C C C C C：：：：：バババババララララランンンンンススススス接接接接接続続続続続、、、、、フフフフファァァァァンンンンンタタタタタムムムムム電電電電電源源源源源、、、、、
グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド、、、、、シシシシシススススステテテテテムムムムムののののの構構構構構築築築築築

注1 非常に正確に言うと、エレクトレットのコンデン
サーマイクの場合は少々異なります。操作時にもマイク
の電極は電源を必要としません（幾分永久的に磁性化し
ます）。いずれにせよ、インピーダンスコンバーターに
は外部電源が必要です。

バランス接続バランス接続バランス接続バランス接続バランス接続
バランス接続は外部ノイズ（特にハム、バズ）
に対する免疫力が強く、その浸入を防ぎます。
バランス型のシステムはノイズを最小限に抑え
るので、特に長いケーブルを引き回す場合に望
まれる接続方式と言えるでしょう。アンバラン
スの長いケーブルでは、ノイズがシステムに混
入する可能性が高くなります。バランス型イン
プットを使用することは、よく長く使われるく
ねくねとした「蛇」がシステムにノイズを連れて
くることがほとんどない！ということを意味し
ます。長さに関わらず、バランス接続はベスト
の選択です。

ファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォン

背景

 コンデンサー（キャパシター）マイクロフォン
は、ダイナミックマイクやリボンマイクとは異
なり、自己発電できません。つまり、音波によ
る影響に反応して自力で電気信号を発生するこ
とはできません。コンデンサーマイクは、ダイ
アフラムに衝突する音波の影響を外部から供給
される電気に反映させることで信号を変化させ
ます。
ダイナミックマイクとリボンマイクは磁性体
を使用することによって音波に反応した電気を
生み出します。従って自立しています。さらに
このタイプは元来ローインピーダンスです。ダ
イナミックマイクの電極を直接ミキサーのロー
インピーダンスバランスインプットに接続する
ことが可能です。市販されている大部分のダイ
ナミックマイクではそれが可能です。一方で、
コンデンサーマイクの元来の姿は非常にハイの
インピーダンスです。どれ位でしょう？
とっっってもハイでおよそ10億オーム（1ギガ
オーム）です！これは、たった30センチのシール
ドされたケーブルの本来のキャパシタンスがマ
イクロフォンの出力を聴覚上明らかに減じるほ
どの高さです。そのため、すべてのコンデン
サーマイクロフォンは、インピーダンスコン
バーターを持っています。これらは内蔵された
真空管または電界効果トランジスター（FET）であ
り、マイクの電極の極めて近くに位置していま
す。インピーダンスコンバーターとマイクの電
極自体は外部電源を必要としています（注1）。

実際にファンタム電源とは？

現代的マイクロフォンに使用される外部電源
ソースの代表は電池です。電池の唯一の利点
は、その出力が純粋な直流であるということで
す。そう、電池メーカーにとっての利点もあり
ました。電池は買い続けなければなりません！
チューブマイクが作動するには様々な電圧が
必要です。この話には必ずマルチコンダクター
ケーブルと非標準（XLRでない）コネクタが登場
します。チューブマイクは常に連携する外部パ
ワーサプライを必要としています。
あの伝説のU47やU87を世に送り出したノイマ
ン（Neumann）社は、1960年代後半、「ファンタム
パワーリング」と彼らが呼ぶ外部電源システムを
採用することにより、自社マイクロフォンをソ
リッドステートに変換しました。ファンタムパ
ワーリングは商標登録であるため、他社はシン
プレックスパワーリングなどとも呼んでいま
す。長年を経てその商標は一般的なものとな
り、現在ではDIN（ドイツ工業規格）45596に準拠
した電源装置を意味するようになりました（ある
いは45595だったかもしれません。ちょっと不安
です！）。
さて、何故「ファンタム（幻）」と呼ばれたので
しょう？必要な時にはそこにあり、そうでない
時にはその存在を感じさせないからです。この
テクノロジーはそれほど古いものではありませ
ん。実際ロケット科学より新しくありません。
オーディオ製品の多くがそうであるように、こ
の技術も電話会社によってもたらされました。
彼らは2本の導線から新たな付加的回路を得るた
めにファンタム電源を使用しました。事実、こ
の仕組みはファンタム電源マイクロフォンに応
用されています。
重要なことは、ファンタム電源がコンパチブ
ルな（互換性のある）システムであるということ
です。煩わされることなく、同じインプットに
ダイナミックマイク（そしてリボンマイク）とコ
ンデンサーマイクを隣り合わせて使用すること
が可能です。
技術的に、ファンタム電源はオーディオシグ
ナルが異なるモードでバランス接続されるシス
テムと言えます。交流電源には共通モードが適
用されています。オーディオはピン2とピン3を
流れ、電源はピン2とピン3を同時に行き来し、
ピン1はオーディオと電源の共通グラウンドと
なっています。
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ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項
してください。 しないでください。

コンデンサーマイクロフォンをプラグインする
前に、ファンタム電源対応製品であることをご
確認ください。

マイクの出力がローインピーダンス、バラン
ス、フローティングであることも確認してくだ
さい。特にビンテージリボンマイクに重要です
（RCA 44BXや77DXなど）。

ファンタム電源のスイッチをオンまたはオフに
するとき、マイクを接続または取り外しすると
きには、サウンドシステムをミュートしてくだ
さい。大音量のポップノイズが生じる可能性が
あります。

マイク出力がバランスであり、フローティングで
ある場合には心配しないでください。

DIN 45 596規格に準拠しないものは接続しないで
ください。

A-BまたはTシステムのマイク（他のリモート電源
システム）を適切なアダプタなしに接続しないでく
ださい。

注2 他にもA-BまたはTシステムとよばれるリモート電
源システムが存在します。ピン2とピン3を用いて電源と
オーディオ信号を運びます。ダイナミックマイクやファ
ンタム電源マイクと互換性はありません。

パワーサプライを必要としないマイクは単に
ピン2、3とピン1の間に流れるDCの存在を無視し
ます。ピン2とピン3の間を電圧計で測ると0ボル
トのDCを確認できるでしょう。これこそダイナ
ミックマイクが見ている姿です。ピン2とピン
1、またはピン3とピン1の間を電圧計で測った場
合にはファンタム電源の電圧を読むことが可能
です。これはマイクを接続していない状態で通
常48Vです。ダイナミックマイク、そしてバラン
ス型ミキサーインプットはこの電圧を無視しま
す。
最近ではファンタム電源という語の誤用が見
られます。すべてのリモートパワーリングシス
テムを意味するように用いられますが、DINの厳
格な規定からするとこれは誤りです。加えて、
このシステムであると主張するマイクロフォン
や変換器の中にもDIN規格と互換性のないものが
あり、それらはシステムに接続すると必ずと
言っていいほど損傷します。
幸い、これらはTRS（チップ－リング－スリー

ブ）フォンプラグまたはミニXLRコネクタを使用
しています。インストゥルメントのピックアッ
プに使用されることが多いようです（注2）。
ファンタム電源はDIN標準45596またはIEC標

準268-15Aに定義されています。お使いのMackie
Designsミキサーはこの規格に準拠しています。

使用できるものは？

ファンタム電源と互換を図るためには、接続
される機器（マイクロフォン、マイクタイプのア
ウトプットを備えたプリアンプ、ダイレクト
ボックス）にバランス型でフローティングのロー
インピーダンスアウトプットが要求されます。
このことは、PAやレコーディングに広く用いら

れるすべてのマイク（Shure SM58、 SM57、
Electro-Voice RE-15、RE-16、RE-20、NDシリー
ズ、Beyer M160、M500、AKG D224、D12、
D112、その他）に当てはまります。
AKG C12、Neumann U47またはU67などの
チューブコンデンサーマイクをお持ちですか？
うらやましい限りです！これらはファンタム電
源に接続して構いません。それぞれの外部パ
ワーサプライにプラグインしてパワーをオンに
すれば、ファンタム電源の有無に関わらず操作
が可能です。

使用できないものは？

以下のものだけです。

1. アンバランス型マイクロフォン

2. センタータップのアウトプットにグラウンド
されたマイクロフォン：
古いリボンマイクの多くはこの方式で販売さ
れています。技術者を呼び、グラウンドをセ
ンタータップから外してください。

3. ハイインピーダンスのマイクロフォン

4. ピン2または3と、ピン1の間に漏電が認めら
れるマイクロフォン：
これらのマイクにファンタム電源が流れると
パチパチした音を生じます。電源を切ると正
常に動作します。マイクを修理に出してくだ
さい。
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システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点
サウンドシステムを所定の場所に設置する場
合、今後の作業を簡単にするために、そして思
い通りの操作を行うために、今できることが沢
山あります。たとえ、今設置を行わなくても、
色々な状況で必ず役に立つことを以下に記して
おきます。

1. ケーブルを長く引き回す場合には、ホイル
シールドのスネークケーブルを使用しましょ
う。両端を注意深く仕上げ、露出部分をでき
るだけ小さくします。むき出しのホイルシー
ルドはシュリンクスリーブやPVCスリーブで
保護します。隣接したシールドが互いに接触
しないように（電気的に）してください。ドレ
インワイヤー（ピン1に接続）には絶縁スリー
ブを使用してコネクターシェルに触れないよ
うにしてください。

2. XLRコネクタシェルをXLRコネクタのピン1
に接続しないでください（RFIシールドが必要
な場合を除く）。グラウンドループを招くこ
とになります。

3. スピーカーケーブルとAC電源ケーブルが、
マイクケーブルと物理的に十分離れるように
してください。

4. フロアポケットを使用する場合、インプット
とスピーカーに別個のものを用意してくださ
い。またはボックスの反対側になるようにコ
ネクタを設置して別個にシールドされるよう
にしてください。

5. スピーカーのケーブルを屋外でのばす場合
は、ツイストペアケーブル（30センチに6回は
巻いてあるもの）を使用します。あるいは専
用のパイプに通します（もちろんパイプは持
ち運びに不便で実用的なものではありません
が・・・）。

6. パワーアンプとスピーカーとの距離を可能な
限り小さくします。

7. スピーカーにはヘビーゲージのよれたワイ
ヤーを使用しましょう。理想的なワイヤーの
抵抗値は負荷インピーダンスの6%（0.5dBの電
力損失）以下です。実際の流れは物理的長さ
の倍となることを思い出してください。以下
参照。

電力損失0.5dBワイヤーの最大長さ
（フィート）

wire res.per 2 4 8
gauge 1000 ft. Ω Ω Ω

10 1.00 60 120 240

12 1.59 40 75 150

14 2.5 24 48 95

16 4.02 15 30 60

8. 電気システムのセーフティーグラウンドにス
ターグラウンドシステムが使用されているこ
とを電気技師に確認してください。すなわ
ち、オーディオシステムのすべてのグラウン
ドが物理的に同じポイントで終端となってい
るべきです。他のグラウンドがこのグラウン
ドシステムに触れないようにしてください。

9. AC電源が同じトランスフォーマーに接続さ
れていること、そして理想的には同じサー
キットブレーカーに接続されていることが望
まれます。

10. 外を歩いてみましょう！水平線が見えます
か？それともラジオタワーが見えますか？電
波障害の原因となり得るものを探り、システ
ム構築に先立って対処法を考えます。周波
数、送信パワーなどを調べてみましょう。放
送局に電話することで情報を手に入れること
ができます。多くの放送局は、夜になるとア
ンテナがカバーするパターンや送信パワーを
変更するということも覚えておきましょう。

11. ハードウェアショップの減光装置を使用しな
いでください。

12. ステージなどの状況では、マイク入力を確保
するようにしましょう。このような場所でラ
イン入力を準備すると間違いの元となりま
す。すべてのソースがマイクとして扱える準
備をしておきます。

13. コンソールから少し離れた場所では、すべて
の接続をバランス（少なくともインピーダン
スバランス）にしてください。

14. アンプをブリッジ接続する場合、スピーカー
コネクタに1/4インチフォンプラグを使用しな
いでください。

グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド（（（（（アアアアアーーーーーススススス）））））
オーディオシステムでのグラウンドは、製品
の安全とノイズの削減という2つの目的を持って
います。電源コードの3本目のワイヤーは製品の
安全のために存在するものです。抵抗の低い戻
り道を用意することにより、製品とユーザを電
気ショックから守っています。セーフティーグ
ラウンド（3本目のワイヤー）を通る抵抗は、人体
を通るよりも小さくなければなりません。この
接続を無効にしてしまうと（ピンを壊したり、切
断したり、地上げしたり？） 、グラウンドへの経
路が存在しなくなり危険が生じます。
製品の金属のシャーシ、様々なコネクタによ
るグラウンド接続、ケーブル内部のシールド、
これらはノイズ信号にとって可能性の少ない場
所です。最終的な目標は、信号回線よりもイン
ピーダンスの低いグラウンド経路を作ることで
す。そうすることによって、ハムノイズやバズ
ノイズ、その他の異質な非オーディオ信号を最
小限にすることが可能になります。



48

Mack ieMack i eMack i eMack i eMack i e記念記念記念記念記念TTTTTシャツシャツシャツシャツシャツ
私達のミキサーで創造された音楽を聞かせてく
ださい。もし1202-VLZ PROでトラックまたは
ミックスを完成されたCDが商業的にリリースされ
た場合、ディスクとMackieのTシャツを交換しま
しょう！ ここで言う商業的とは、「セールスを目
的とした」という意味です。近くのカラオケ店の入
り口で販売しているものでも構いません。ただ手
書きのカバーはご遠慮ください。よろしくお願い
します。また、もしCDについてのお話や写真など
を同封して頂いた場合、月刊のニュースレターに
記事を掲載することも検討いたします。CDを送っ
て100%コットンMackie記念Tシャツをゲットしま
しょう！宛先はこちら：

Mackie Designs
FREE T-SHIRT OFFER

attn: Communications Department
16220 Wood-Red Rd. NE
Woodinville , WA 98072

さあ、フィナーレです。映画のようにキャスト
のクレジットを流しましょう。このマニュアルは
Ron Kolihaのスケッチをもとに、四方のとってお
きの話を織りまぜ、Jeff Gilbertが書き上げました
が、Mackieの伝説的テクニカルサポートスタッフ
の手によって校正されて随分堅苦しくなってしま
いました。マニュアルは古いPCと安価なワープロ
ソフトで作られ、Mackieの悪名高い広報スタッフ
（はっきり言うとBecky Priebe）が操作する巨大な
1000ギガ位のマッキントッシュによってこのよう
な驚くべきものへとコンバートされました。文章
に何か誤りを見つけたら、どうかお気軽にお知ら
せください。最後までお読みくださり、本当にあ
りがとうございました。

Mackieの「走る男」のフィギュア、VLZ、XDRは、Mackieの商標または登録商標です。本書のその他のブ
ランド名はそれぞれの権利者の商標または登録商標であり、ここに承認されています。

© 2000 Mackie Designs Inc. All rights reserved

多くの権威ある人々は、「シールドは一方の端
でのみ接続されるべきである」と言います。これ
は時には正しいかもしれませんが、99%のオー
ディオシステムには必要ありません。すべてを
正しく行えば、オーディオシステム機器の接続
すべてに、簡単に手に入る大量生産された標準
ケーブルを使用しても構いません。
以下にガイドラインをいくつか示します：

1. ステージへの返しはバランスにしてくださ
い。少なくともインピーダンスバランスにし
てください。 ラインをバランスにするために
は、バランスアウトプットを備えたイクイッ
プメントをインサートするだけです。

2. ミキサーやそれに関係するイクイップメント
には、独自の電源をステージから取りましょ
う。あなたのことを思って用意されたすぐ側
の「便利なコンセント」は使用しないでくださ
い。それがどのように接続されているのか、
グラウンドがどうなっているかなどが不明で
す。

3. 品揃えの豊富なハードウェアショップで入手
できるアウトレットテスターを携帯しましょ
う。プラグインしようとするアウトレットが
正しく接続されているかを確認してくださ
い。保険としては随分安いものです。

4. 沢山の機材を搬入し、例えば他の機器の電源
供給部に直接接続する必要がある場合、電圧
計を用いてラインの電圧が正しいかを確認し
てください。それからアウトレットテスター
を使用します。オーディオ機器を接続する前
に行ってください。100Vの機材は、ほんのわ
ずかでも220Vにさらしたくありません。

5. 巻いてあるケーブルはハムノイズを拾いやす
くなります。長すぎるケーブルは全部の巻き
取りを解いて、余分なものを巻かずにどこか
にしまいましょう。

6. ステージへ、またはステージからアンバラン
スの配線をしないでください。インピーダン
スの問題ではありません。アンバランスだか
らです。ダイレクトボックスを使用してアン
バランスの音源をマイクのように扱うのがい
いでしょう。

7. 非常にまれですが、ステージからアンプラッ
クへの各リターンに1：1または絶縁トランス
をインサートしなければならない場合があり
ます。

8. 電源コードの第3のピンは絶対に切断しない
でください。常にグラウンドリフトアダプタ
を携帯し、従来の2ピンコンセントに差し込
む場合に使用してください。

9. ケーブルを束ねる場合、ACコードとオー
ディオケーブルを一緒にすることはおやめく
ださい。別々に束ねましょう。

10. それでもまだシステムノイズが「ハミング」し
ているなら、そろそろ歌詞を教えてあげなけ
ればなりません！
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Mackie 1202-VLZ PRO

トラックシート裏面です。
コピーマシンにあった場合は、

お手数ですが、持ち主にお返しください。



ワシントンの

Woodinville工場で

設計、組立、販売、

そしてサポートに

力を尽くしてくれた

素晴らしい人々

®

®

®

™

Mackie Designs Inc. 日本支社Mackie Designs Inc. 日本支社
〒102-0082 東京都千代田区一番町17-6 一番町MSビル4F

TEL:03-3556-6201 FAX:03-3239-8466
http://www.mackie.com/

E-mail: Support.Japan@mackie.com
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